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核兵器廃絶長崎連絡協議会(PCU-NC)
recna.nagasaki-u.ac.jp/recna/nagasaki-youth/third_activities/youth-blog-2015

Youth Blog 2015 
 

4月27日から5月22日にかけて、アメリカ・ニューヨークで、2015年核不拡散条約(NPT)
再検討会議が開催されました。

ナガサキ・ユース代表団もニューヨーク入りし、会議の傍聴や様々な活動に参加しまし
た。会議の全期間への参加は出来ませんでしたが、それぞれが独自のプログラムを組
み、その活動報告を日々行っております。

Takanobu’s Blog Yuka’s Blog

Soichiro’s Blog Ayumi’s Blog

–

Hayato’s Blog Mayu’s Blog
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No. 1 Monday, 27 April 本日から

本日からとうとうNPT再検討会議が始まりました！

5年に１度のこの会議にこれたことには非常に良かったと思っています。今年は被爆70周
年ということで、長崎からも多くの方々が参加されていて、昨日のデモにおいても必死
に核廃絶を訴えかけていることに心打たれました。

またデモでは日本の方だけではなく、海外の方も参加されていて強い思いを共有しまし
た。前半からあまりよろしくない雰囲気となっていましたが、この会議で今まで７０年
間核兵器反対を訴えかけてきた被爆者の方々を安心させることができるように、大きな
進展を望みます。

自分は5月7日まで、この会議に携われるので長崎に胸を張って変えれるように毎日全身
全霊で頑張っていきたいです。

まずは、５月1日のプレゼンです！
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No.0 Thursday, 23 April いよいよ

ナガサキ・ユース代表団三期生 河野早杜(かわのはやと)です。

幸先

韓国で待ち時間を使って、韓国の学生と次のプロジェクトについて話してきました！去
年のちょっとした話が実現に向けて進んできていて、自分の思いを内容は詰まってなく
ても言ってみるものだなと感心しました！

さて、去年の12月にナガサキ・ユース代表団に任命されてとうとう出発することとなり
ました。思い起こせば、勉強会やミーティング、遺構巡りに、ゲストの方との意見交換
など色々な視点から今回の会議に向けて学ぶことができました！やる気・自信満タンで
す！

会議は来週からなので、までまだ時間があります！

今一度自分に何ができるのか？を改めて考えて、アクティブにクリエイティブに頑張っ
てきます！

Go back to top
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核兵器廃絶長崎連絡協議会(PCU-NC)
recna.nagasaki-u.ac.jp/recna/nagasaki-youth/third_activities/youth-blog-2015/mayu-blog-2015

Mayu’s Blog 【’How I feel’ In….】

No.16 Sunday, 10 May

ラストblog

時差ボケからの覚醒(ﾟﾛﾟ)

日本に帰ってきました(^x^)！

（blogの更新が遅くて日付が錯誤していますね(T_T)すいません）

□帰国後の私の頭の中◇

・若者を巻き込みたい→若者に何をさせいの？

・核問題、化学兵器など他の大量破壊兵器と比べられないのでは？

・歴史と現在やっぱり違う。

・長崎が変わるのと東京が変わるの、どちらが効果的か？

・世界は本当に市民社会で動いてる。

でも私はその市民社会の一員じゃない。ここで言う市民社会とは、驚くほど賢く、強い
意志をもち、その能力を認められた有給のNGOの人達のことなんだなーって。本当に自
分で感じたのか、どこで吹き込まれたのか忘れたけど、今はこれに完全支配されてる
(@_@)

・ユースを応援してくださった皆さんはこれからのユースに何を求めているのだろう？

まずこれらを解消しなきゃ（・o・）

□ありがとう□

この活動で得た一番大きな収穫は偉大な先輩と尊敬出来る仲間や先生方（・o・）！

一人ずつに対する今の気持ちを書きます。

＊ゆかさん なんでも出来ちゃうのに一歩引いて私達をサポートさてくださいました
(^O^) ユースのサイドイベントに至っては、ゆかさんなしではほとんど前に進まなかっ
たんじゃないかってくらい！！

私はアンポンタンなので本当にたくさん迷惑かけちゃいました(T_T)
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＊ちさちゃん 同い年とは思えないほどしっかりとした文章やスピーチにビックリ！ 
なのにちょっと抜けてる所があって親しみやすい同級生(^x^)

＊ ひで 多文化社会学部で英語ペラペラ！とっても面白いのに真面目な一面も！平和教
育への想いに圧倒されました。

＊はやと  ユース1のエンターテイナー！ 初対面の人とも壁を作らずどんどん前に進
める所、見習わなくっちゃ(~o~)

＊ともや 不言実行が本当に似合うメンバー。大きな事を言って何も出来ない人もいる
けど、彼は真逆。知らないうちにどんどん進化してる！

＊ひろちゃん  読書家の天使(^O^)ネイティブチェックなどでお世話になりました。才能
溢れる彼女をこれからも陰ながら応援したい！

＊ともえ  同じ学部で同じ学年。なのに性格も興味も全く違う(^O^)時にそれが不思議で
面白かったです！

ニューヨークでともえの公衆衛生への強い想いに触れて、これらかも頑張ってほしいな
ーと思った(^x^)

＊あゆみ  ユースのアーティスト(^O^)PDPプロジェクト、本当にあゆみんのセンスが光
ってた！

あゆみんはとても人間らしくて素敵だなー。

＊じょー 静かそうに見えるけど、話してみたらとっても楽しい♪未来の外交官に乞うご
期待！

＊ふみ  我らがふみ先生！去年の夏はスーパーマンすぎて圧倒されてたけど、一緒に活
動してるうちに、人間らしい面に気づき、いつの間にか本気で応援してた(^O^)NYで先
生をする日を楽しみにしとこう！

＊あまにい  だいぶお兄さんだから長崎では近づきにくかったけど、NYで真剣に傍聴し
ているのを見て、いつのまにか尊敬の眼差しを向けてた(ﾟﾛﾟ)！blogもぶっちぎりで面白
かったです！

＊みなみさん  北東アジア非核兵器地帯に詳しいユースのお姉さん(^x^) 今は帰国後報
告会の準備を引っ張ってくださってます！敵を作らない天才(ﾟﾛﾟ)見習わなきゃ！

二ューヨークではみなみさんの傍聴への愛をたくさん感じました！

＊パスカル  核問題のモヤモヤを気軽になんでも話せる(^O^)

法律の事とかに詳しくって本当に頼りになるレクサポです！ユース主催のサイドイベン
トにたくさんの時間を割いて協力してくれたことは一生忘れない(>_<)これからもその才
能を生かして”新しい平和活動”を貫き通してほしいな！

＊ゆかりーぬ ぎゃー(@_@)
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ゆかりーぬは去年の夏から一緒にレクナで活動してきて、ユースでも共に頑張ってきた
仲間です！ユース直前はうちに泊まり込んでプレゼンを作ったりしたよね(T_T)

ゆかりーぬは頭の中にある疑問を素直に表に出すのが上手くって、横で聞いてて「よく
言った！」って思う時がたくさんあったな。これからも彼女のわくわくワールドを楽し
みたい！

＊かりん とってもしっかりしてて、人前できちんと意見が言える所を私は見習わなき
ゃ(T_T)

これからが楽しみの私のかわいい後輩ちゃんです！

＊江島さん ユース1期の大先輩。仕事をストップしてわざわざニューヨークに来てくだ
さいました。私が同じ立場だったら出来なかっただろうなー(>_<)

各イベントのビデオ撮影からユース主催のイベント（発表）の準備の追い込みまでサポ
ートしていただきました。ピーク時には桂子先生が言いにくい注意をしていただいた
り、帰国後の今でもユースそのものを良くするために尽力されています。

自分の立場を理解して、なにをすべきかを明確に理解されてて（それだけじゃないけ
ど）なんだかずっと圧倒されてました(@_@) 私と数歳差とは思えない。

＊広瀬先生 本当はとても忙しいのに、学生の素朴な質問にも喜んで答えてくださって
ありがとうございます(>_<)なんだかんだで、ユースになったのも、真珠湾に行ったのも
先生の影響です(^O^)！これからもお話し聞かせてください！

＊桂子先生 桂子先生には感謝してもしきれないくらい(>_<)先生はレクサポ時代からず
っと私達の活動を暖かく見守ってくれました(T_T)

アドバイスも最小限。私達をきちんと成長させてくれる先生です！

そんな先生に大学時代に出会えてよかった。大好きだー(^x^)！

皆さんと一緒に活動できて本当によかったです(^O^)！

この経験はずっと大切にします！！

今までblogを見てくださった皆様、1大学生の活動を暖かく見守ってくださりありがとう
ございました(>_<)

ニューヨークでくじけそうになったとき、皆様の”いいね！”に励まされてました(^-^)

ps:帰国翌日は時差ボケで悩んでいましたが、それ以降は何だか覚醒しちゃいました(笑)

帰国してから完全朝型人間です(^x^)

専門の薬学の勉強も楽しくなってきました♪♪

夏までに真珠湾のことや国連での出来事をきちんとまとめようかなー(o^^o)

Go back to top
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No.15 Saturday, 9 May

また帰ってこよう

とうとう最終日。

今日は朝から飛行機に乗るだけです(^-^)

空港までは節約のためにエクスプレスバスを使います。

ニューヨークに来たときはバスに酔っていましたが、帰りは全く酔わなかった！ちょっ
とタフになったのかな（・o・）?

真珠湾とニューヨーク、絶対また来よう・・・ビッグになってから(笑)

Go back to top

No.14 Friday, 8 May

国連最終日

RECNA FORUM

-北東アジア非核兵器地帯-

今日はレクナの先生方の北東アジア非核地帯に関するフォーラムがありました。

このフォーラムはサイドイベント会場ではなく、本会議が行われる会議場で行われまし
た。どうやら在ニューヨーク日本政府代表部が後援したみたいです。（違ってたらごめ
んなさい）

会議場を貸し切っていたので、今日だけは政府代表が座るイスに座れました（・o・）!

簡単に言うと、大きくては立派な会場で、一流の専門家達が核廃絶に非常に有効な提言
を行う、といった感じです。

誰でも簡単に価値を理解できると思うのですが・・・人があまりこなかった(T_T)

どうやら、他のイベント（IAEA?）と被っていたようです。

※よって参加者は少数精鋭でした。

そのような状況でも中国の若い政府代表の方はいらっしゃっていました。しかも自分か
ら発言もされていました。

一方で韓国の政府代表の姿はありませんでした。

果たして韓国は北朝鮮の非核化に本気なのか？

南北統一したときに北の核がまだあったら、本気で無くすことができるのか？
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レクナからの提言はこちらから見れます。

https://www.recna.nagasaki-u.ac.jp/recna/asia

フォームの後は桂子先生にお別れの挨拶をして、友達とおいしいハンバーガーを食べに
（・o・）!

山場（昨日のユースのイベント）を超えてほっとしたのでしょうか？ なんだか本当に
幸せだったな(o^^o)

この二週間を振り返ると、本当にメンバーとべったりだったなー(^x^)

宿泊は他の団体と違って激安シェアルーム。

夜までユースの仕事を一緒にやったり、美味しいご飯作ってもらったり、核問題や人生
を語ったり・・・

あー、明日帰国だ（・o・）
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No.13 Thursday, 7 May

とうとう（・、・）

ギリギリまで準備準備準備。

桂子先生にも先輩方にも迷惑かけてしまいました(T_T)

イベントの全体像は他のメンバーのblogに任せて、自分達の発表について書きますね。

「日本政府がもう少し核廃絶に向けて頑張れるにはどうしたら良いか？」

□私たちなりの答え□

・政府レベル

日本政府の言い訳である「周辺環境の改善により、核の傘の役割を減らす」です。

具体的には中国にアプローチして、DPRK（北朝鮮）の核問題を解決といった内容で
す。

・市民レベル

長崎は中国との交流がほかの県より深い。この”土地の利”を生かして、市民レベルで長
崎-中国の信頼関係を築けるのでは？

長崎大学にも200名以上の中国人留学生がいるので、私たち長大生にもできることがある
よね、といった内容です。
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大声で英語を使って発表するのは生まれて初めてでした。表面上、所謂「よい経験」を
しました。しかし見えないところで”人間として”学ぶことがたくさん（・
o・）!!!!!!!!!!!!!!!!!!

反省点がありすぎて、あまり良い事を書く気になれません(T_T)

その夜、先輩と話しました。

その中で素晴らしい先生方や先輩方がすぐそばにいることに改めて気づきました。

先輩との話のうち最も心に響いたのは「初対面の人とくだらない話が出来る価値」で
す。

私は日本語ですら初対面の人と話さない上に、日常生活でも数人の友達と話せばもうお
腹いっぱい。おもしろい！と思った人とだけ話して、あまり感心のない人とは話さな
い。思ってもないことは絶対言わないし、何故かそれにプライドを持っていた。

でも、これって本当に悲劇的なんですよね（・-・）

私のすぐ側には「話せる」人がたくさんいます。彼らから学ばなければ・・・

なにはともあれ、今まで泥臭く一緒に頑張ってきたゆかりーぬとパスカル（レクサポ 豊
田君）に本当に感謝です(>_<)

そしていつも素敵な笑顔をくれた果鈴ちゃんにも感謝(^-^)！

本当にありがとう(T_T)

Go back to top

No.12 Wednesday, 6 May

準備準備準備準備（・o・）

今日は”特に”先輩方（ユース3期ゆかさん＆ユース1期江島さん）に本当に助けていただ
きました。どんなに感謝しても足りないくらい(>_<)

ところでなんの準備かと言うと、国連のカンファレンスルームで行う”ナガサキ・ユース
代表団主催”のサイドイベントの発表の準備です。

このイベントには多くのユースメンバーと長崎で一緒に核問題に取り組んでいるレクナ
サポーター（レクサポ）からの有志が関わります。

私はユースの中原さん（ゆかりーぬ）とレクサポの豊田建主さんとチームを組み（ 途中
からレクサポの牧島果鈴さんにも手伝っていただきまし）以下の課題と向き合いまし
た。

「日本政府がもう少し核廃絶に向けて頑張れるにはどうしたら良いか？」

ありきたりな話題ですが、真剣に考えると面白い題材です。
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考えてるうちに、北東アジアは一般的に状況が悪いと思われている中東アジアと同じく
らい・・・いや、それよりもっとひどい安全保障環境状態なのでは？と思えてきまし
た。毎日の生活では気にならないけれど、端から見たら私達の住んでいる地域は緊張感
の漂った核兵器だらけなんだなーとひしひし感じる訳です（・o・）

平和ボケとはまさにこのこと。

海外でボランティアもいいけど、日本の若者はまず、自分の国も大概危険な状態にある
ことに気づかなければいけないと思いました。

今日は傍聴そっちのけでひたすら準備してました。明日はいよいよ本番（・o・）

Go back to top

No.11 Tuesday, 5 May

エネルギートーーーク(ﾟﾛﾟ)

withドイツのお兄さんお姉さん

今日はドイツの大学生と互いの国の原発について話ました。

正直言って、原発問題にあまり興味が持てない自分がいます。なぜかは分かりません
が。

日本人は外国人＝ディスカッションが得意と思いがちですが、ドイツ人学生の中でも議
論に積極的に参加していた人もいたし、そうでない人もいました。

私のグループはドイツ人4名と日本人2名でした。

日本人勢は皆理工系学部の学生だったので、自分達自身も強く原発に反対出来ていない
ことを話しました。ところがドイツ勢、皆工学部の学生なんですよね（・o・）！ でも
彼らは原発には絶対反対でした！

私もドイツ人学生みたいに おもいっきり反対したい・・でも・・・できてない。

いったい何が私をこうさせているのでしょう？

ディスカッションの後に、私たちナガサキ・ユース代表団が国連で主催するサイドイベ
ントの案内を先輩がしてくれました（・o・）

その時に、長崎の多くの若者は意外と核問題に関心を持ててないというフレーズがあっ
たのですが、その言葉が発せられた瞬間、私に向けられたドイツ人学生の視線が痛かっ
たです。

多くの日本人が原発に強く反対できないどころか、核問題にもあまり興味のないことに
たいして、あきれた顔をしたように思えました。

原発の話、まだよくわからない。
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核兵器の話は論外だが、原発の技術を開発したことは何にも悪くなのでは？人間が過去
の偉人たちと同様に知恵を振り絞っただけ。

エコエコエコエゴエコ（・o・）

そもそも人間は環境を汚しながら生きてきたでしょ？

今は、さすがにこのままでは人類が生き延びれないことを悟り、環境汚染という概念を
作り「エコ」を叫びだしたって所でしょうか？

こんなことになるくらいだったら、原始人のような生活を続けておけばよかった。人間
だって所詮1動物でしかない。

妙にポル・ポトチックなことを言っちゃう自分が怖いな。

これ以上はもう考えまい。

とにかく、私の浅はかな知識では「エコ＝いいこと」という風潮の中、環境に優しいと
謳った原発を受け入れてしまったように思えます。

エコの名のもとこれ以上危険な物を受け入れないようにしよう。

こうして人類は一つ一つ学んでいくのかしら？（・o・）

Go back to top

No.10 Monday, 4 May

国連マジック♪

以前広瀬先生から冷戦時の国連マジックについて授業中に聞いたことがあります。

国連マジックとは私が勝手に作った言葉です(笑)国連での不思議な出来事を指していま
す。

授業中に聞いた話は冷戦時の話で、国連事務次長との面会にアメリカとソ連がダブルブ
ッキングされた、という内容です。

表向きは秘書の手違いですが、そんなわけない(笑)

公に話ができない登場のアメリカとソ連に場所を提供したのでしょう。

国連が最悪の状況を改善するのに役立ってきるのだと知り、国連の存在価値を自分なり
に納得しました。

（・o・）

実話今日、国連マジック見ちゃったんです！最悪な状況を打破、とまでは行きませんが
わくわくするようなマジックでした♪
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ここで言えないのが残念ですが、表にでない部分でも国連のいたるところで素晴らしい
仕事がされていることを皆様に伝えたいです！

NPTを分たら・・・？

今日傍聴しながら、ふと思ったこと。

なんで3つも柱（議題）があるのか？

NPTが核軍縮と核不拡散、そして平和利用の3つの柱から成り立っています。それでも
NPT＝核軍縮を進めるものだと信じてきたため、核軍縮より平和利用を押す国々のステ
ーテメントを聞くたび、もどかしい思いをしていました。

昨日から会議が3つに分かれて、少しそのもどかしさは薄らぎました。

後から3つに分けるなら最初から3つに分ければいいのに（・o・）！

傍聴しながら、ふとそう思いました。

何が言いたいかというと、3つの柱のせいで各国が論点のバラバラなステートメントを出
すくらいなら、最初からそれぞれ3つの柱のステートメントを1つずつ作ればいいのに！
と言うことです。

それを友達に言うと「それだとNAM(非道名所国)が核軍縮を強く言わなくなり、さらに
平和利用を叫ぶのではないか？」と返ってきました（・、・）

確かにNPT成立当初は3つの柱を作らなければ核軍縮の枠組みすら作れなかった状況だっ
たのかもしれません。しかし、今は少し状況が変わっています。

重複している国もありますが、NAM以外にも核軍縮に積極的なグループがいくつかあり
ます！

せめて核軍縮だけでもステートメントを独立させて、もっと前進できないのでしょう
か？

こんな事を考えながらも、核軍縮から論点を乱す3つの柱は、皮肉にも核軍縮を進めるに
あたって必要不可欠だという意見に妙に納得してしまう・・・

また後味の悪いblogになっちゃった・・・

Go back to top

No.9 Friday, 1 May

傍聴席＆ばってん会

今日から会議が3つに別れます。

核軍縮、核不拡散、そして平和利用。

核軍縮会議の傍聴席に座ると・・・
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なななななななーんと！そこにはNPTに加盟していないはずのイスラエルのプレートが
っ（・o・）;;;;;

実はイスラエル、20年ぶりにオブザーバーとして来たそうです！ただ来るだけではなく
中東非核兵器地帯に対して結構積極的に活動しているようです！

なぜびっくり（・o・）なのか。

とーっても、ざっくり簡単に説明すると・・・

NPT再検討会議は元々20年間限定の条約でした。しかし、20年目の1995年、NPT無期限
延長が決定され今に至っています。

「無期限延長＝P5（米露英中仏）のみの核保有という不平等な状況を維持する」という
ことでP5にしかメリットがありません。

そこで事実上核保有国のイスラエルを含めた中東アジア非大量破壊兵器地帯（核兵器を
含めた）に関する中東決議を条件に加えました。P5意外の多くの国は、この条件がある
ことで NPT無期限延長を受け入れました。（他にもいろいろあるよ！）

さらに2010年のNPTで中東非核兵器地帯に関する会議を行うことが合意されました。

なの会議の参加を拒むイスラエルのせいで会議がいつまでたっても行われない！

結局今まで全然話が進まなかったんです。（これに怒ったエジプトは2013年のNPTの開
始早々帰ってしまいました。北朝鮮のように脱退しないことを祈る・・・）

この状況でNPT未加盟のイスラエルが傍聴に来てさらに行動を起こしている、というの
がどれだけ「びっくり！」なことか！！！

皆様と少し共有できたら嬉しいです♪

ばってん会さんとお食事（・o・）

NY在住の長崎出身の方々から成るばってん会さんとのお食事会がありました！

NYに羽ばたいただけあって、皆様とても生き生きとされていました！

我らが田上市長もいらっしゃっていたので、真珠湾で感じたことを話してみました。

-真珠湾は日本を受け入れる準備はできていた。長崎はどうか？-

2015年被爆70年を理由にオバマ大統領に平和記念式典に来ていただきたい、と言う声を
よく聞くのだが、彼を受け入れる準備が長崎にはないように思えます。

人気者で引っ張りだこの田上市長、私なんかのお話に耳を傾けていただきありがとうご
ざいました（・o・）

効果はあまりないと思うけど(笑)

お話しできてよかったなー！！！
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No. 8 Thursday, 1 May

国連のサイドイベント会場の傍にICANによるデジタル展示があります。

タッチ式の大型スクリーンに世界地図が示してあり、一カ国に一つボタンがあって、タ
ッチすると「その国が核廃絶に向けてどのような取り組みをしているのか」また「各声
明文への署名状況」が分かります。

その日フィリピン政府との面会予定があったため、フィリピンがオーストリアプレッジ
に賛同していることを確認しにその展示へ向かいました。

すると中年のおじさんがなんだか楽しそうにポチポチしてました（・o・）！！

急いでるのにな～・・・内心そう思いながら近づくと、彼は「君の国どこ？」と聞いて
きました。JAPAN・・・と呟くと、彼は目を輝かせ彼の知っている長崎に関する知識を
もの凄い勢いで語り出しました（・o・）;;

「長崎に着たら？」と言ってナガサキ・ユース代表団の名刺を渡すと、彼も慌てて名刺
を渡してきました。

私は名刺をあまり見ずに「NGO?」ときくと「がぶぁめんとー」と返ってきて、もうび
っくり！彼はボツワナの政府代表でした(笑)

国連って本当におもしろい！

政府の人間って遠い存在に感じていたけど、国連だと案外すぐそばにいる(笑)

話したついでに、第4回目の非人道性会議が南アフリカであることを伝え、「近いから行
くでしょ？」と言ったら、なんだかごねてた(笑)

非核兵器地帯だからといって、皆が皆オーストリアプレッジに署名してあるわけではあ
りません。アフリカもしかり。

彼の国ボツワナも賛同していません。

共同声明とは違い、オーストリアプレッジはただの1国のプレッジなので交渉はできませ
ん。オーストリア政府は「交渉できないからすべての国が賛同するなんて思ってない」
とのこと。日本政府の方も「あんなの（交渉不可能なもの）に賛同するのはプライドの
ない小国だけだ」とおっしゃっていました。

長崎の想いとしては賛同してほしい（・o・）!!!!!

でもこれが核問題でなかったら？

「食料の問題」だったら？

交渉のできないものに安々と署名する政府であってほしい？

これが最近の私の悩みの種です。
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ちなみに、ICANのデジタル展示はこちらからもご覧頂けます。

https://npt.icanaustria.at

ps ボツワナ政府の方の話が長くて、結局フィリピン政府との面会には間に合いませんで
した(笑)

Go back to top

No.7 Wednesday, 29 April

国連のロビーwith広瀬先生

更新遅くですいません

「日本政府」って誰？

昨日、日本政府の方がロビーでのんびりされていたので思い切って話しかけてみまし
た。

彼は以前フェルーキ議長が長崎にいらっしゃった時に引率されていた方だったので、案
外気軽に話すことができました(・o・）！

話した内容は、「中国ってどうなの？」といった感じです。

彼は安全保障環境が・・・難しいよね・・・所謂いつも通りのことを答えられていまし
た。

学生相手だったからなのか、それともOFFの時間だったからなのか、「具体的に何がど
うなのか？」という質問をしても、同じような回答を繰り返していました。話聞いてて
もしょうがないかなー（・o・）と思っていたら、なんと彼の「個人的な」長崎と中国に
関する話を始められました！

彼曰く

「東京から見ると、長崎は中国にだいぶ寛容だ」とのこと。実はこれ、私たちのサイド
イベントでも触れる内容なんです。日本政府代表団の彼の口から出たのがビックリでし
た。

私たちがサイドイベントで触れる「長崎と中国」は、日本の安全保障環境改善のために
日本政府は中国にアプローチしてみればどうか？-私たち長崎市民は出島から続く長崎の
土地の利を生かして市民レベルで関係を築ける、といった内容です。

それに比べて彼の言った「長崎と中国」は市民レベルの方だけだったのですが、なんだ
か言い方がいかにも東京の人って感じでした（・o・）

なんというか、長崎が中国に浸食されてるから、中国に寛容なんでしょ？って感じ(笑)！

確かに長崎に住んで2年の私には、日本長崎としての文化が何かと言われると何も答えら
れません。
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しかし、だからと言って「あなたが言う程、寛容でもあらりませんよー！」と言うのが
私の感想でした（・o・）

ただ、「長崎と中国」という話を自ら進んでされた事に、ほんの少し希望を感じまし
た。

少し話を戻します。

ナガサキ・ユース代表団の活動を通して政府の人間の個人的な意見を聞く機会が何度か
ありました。

今回のように1東京の人間としての意見から、政府の方針と自分の想いのギャップに悩ん
でいるなど様々です。

話を聞くたび、政府の人間といえども私たちと同じ個別の意見を持った人間なのだと思
い知らされます。

私が話した政府の方々以外の政府の人間も同じように個人的な意見を持っていることで
しょう。

ではいったい長崎でよく耳にする「日本政府」とは誰の意見を指しているのでしょう？

NPTなど核問題を扱う国際会議の政府代表団？

それとも彼らが会議の内容を、報告する東京にいる外務省の人々？

岸田外務大臣？

もしかして安倍総理大臣？

まさか、国民全体？？？

うーむ（・o・）分からん。

この類の問題で悩んだら広瀬先生110番！

早速聞いてみると、「それが政治学の難しいところ」だとコメントいただきました。
（文章が違ったらごめんなさい）

日本政府を批判することは必要だと思います。

しかし皮肉にも相手が誰なのか明確できないのはちょっと悲しいしかな・・・

なんだかまとまってないけど、これが今の私の現実。

あー、半年後ぐらいに読んだら絶対に恥ずかしいパターンだ(>_<)

ではでは。

Go back to top

No.6 Tuesday, 28 April
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国連本会議場傍聴席＆サイドイベント会場

NPT2日目。

午前中は昨日と同じく傍聴。先日のデモで感じた活気や昨日の本会議場で味わった期待
感はどこへやら・・・NPTが始まって2日の本会議場にあまり活気を感じられませんでし
た。もしかすると元々NPTを含め国際会議とは実にシンプルなもので、私が期待し過ぎ
ていただけなのかもしれないのですが・・・

私は会議場から出て、昨日発表されたステートメントを読みました。

日本だけでなく、いくつかの国が「被爆70年」という単語をステートメントに入れてい
ました。他にも「第二次世界大戦後70年」や「国連創立70年」といった言葉が見られま
した。特に驚いたのが中国のステートメント。国連創立70年の次に「70th the end of the
World Anti-Fascist War」と続けていたことです。NPTで言っちゃうんだー（・o・）と思
い、かなり驚きました。ちなみに毎度おなじみのChina dreamもちゃんと入ってました。
中国のステートメントはここで読めます。（英語）

http://www.un.org/en/conf/npt/2015/statements/pdf/CN_en.pdf

午後からNGOが開催するサイドイベントに参加しました。内容は「もし核戦争が起きた
らどんな気候変動が起こるのか？」というもので、日本語版で何度か同じようなものを
見たことがあったので、いろいろ考えながら見ていました。専門家が時間と労力をかけ
て調べた「核戦争による影響」を目の前で必死に説明している状況で「気候変動とかを
証明しないと前に進めないような核問題にもううんざり(´・ω・`)そんなことしなくても
ダメな物はダメじゃん！」「確かにこの問題を自分の問題だと捉える事は大事だけど、
この問題自身がその問題に近づいてくる人々の関心を削いでいる！」と結構投げやりな
考えに至ってしまいました。何というか、開始2日目にして先の見えないこの問題に絶望
しかけていました。

プチ絶望後、bang（若者中心のNGO）の笠原はんなさんから、彼女のblogに長崎の声を
取り入れたいとのことで、ちょとしたインタビューを受けました。話した内容はblogに
書いているようなことです。彼女は留学先のニューヨークの大学で原爆展を行い、その
ゲストスピーカーとしてbangの方を招待したことがきっかけで今回のNPTに来たそうで
す。海外でこの問題に取り組んでいる日本人とお話しするのは、この旅が始まって2回
目。彼女を見てハワイの浅子さん達の事を思い出し、私のプチ絶望感は少し癒されまし
た（・o・）
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No.5 Monday, 27 April

国連本会議場傍聴席

真珠湾からblogを更新していなくてすいません（・o・）

言い訳をすると・・・

私は自然が豊かな美しい場所で悲しみの歴史と向き合ってきました。

それなのにニューヨーク、ゴミだらけで車のクラクションが本当にうるさい(;・∀・)

この街で多大なる損害を与える核兵器について真面目に議論しているのかと思うと何と
も言えない違和感を覚えました。

私はハワイからニューヨークという環境の変化を簡単に受け入れることができず、しば
らく自分が感じた事をまとめる作業を避けていました。

NPT3日目、ニューヨークにもやっと慣れ、自分の気持ちときちんと向き合うことができ
るようになったので今から溜めていたblogを順に投稿します（・o・）

NPT1日目。

とうとうNPT本会議がはじまりました。

まず各国の主張であるステートメントを立候補順に発表する所から始まります。各国と
言ってもかなりの数があるので、これが一週間続きます。2階部分の席からそれを聞くの
を所謂「傍聴」といいます。発表者と傍聴席の間にかなり距離があるので、当日券であ
わててミュージカルに入った客の気分がします。冗談抜きで双眼鏡が必要（・o・）！

今日は初日という事もあり、ステートメントを発表する国は主要国ばかりでした。

日本からは岸田外務大臣が来られていたからでしょうか？注目の集まる午後1番に発表し
ていました。そしてその次にアメリカのジョン・ケリー国務長官。日本とアメリカが続
いてステートメントを読むのはなんだか気持ち悪かったです。事実2人はその後仲良くワ
シントンに行って「2＋2」閣僚会合に出席されたそうです（・o・）

岸田外務大臣が発表した日本のステートメントはここで読めます。（日本語）
http://www.un.org/en/conf/npt/2015/statements/pdf/JP_jp.pdf

この中に（会場にいる若者には議場で立ってもらう）とあるのですが、ここでナガサ
キ・ユース代表団をはじめとする20名ほどの日本の若者が傍聴席で立ち上がりました。
このことは事前に連絡されており、さらに私達は指定の場所に座るように指示され、立
ち上がる合図を傍聴席にやって来た2人の政府関係者から受けました。実際に立ち上がり
会場からの拍手を浴びた瞬間「あ、私達使われたんだ（・o・）」と思いました。という
のは、今回の日本政府のステートメントは核兵器の非人道性の所で自国の具体的な政策
を述べることなく、不自然な程すぐに若者の話を始めたのです。私には、最新の核兵器
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の非人道性のアプローチに積極的になれていない点を若者で誤魔化しているとしか思え
ませんでした。岸田外務大臣が英語でスピーチを始める直前に日本語版のステートメン
トが配布されたのはびっくりしました（・o・）

日本について１つ。日本政府のステートメントの冒頭部分で岸田外務大臣が自ら広島出
身であることをアピールしていました。長崎広島にとっては歓迎すべきことですが、な
ぜアメリカとの関係を重視する安倍首相が被爆70年を迎えるこの時期に広島出身である
彼を起用した理由がよくわかりません。被爆70年の重要性を認識した上で政府として具
体的に動くつもりはないから、長崎広島をなだめるために広島出身の外務大臣を起用し
たのでしょうか？もしくは、岸田外務大臣以外に適任がいなかったのでしょうか？ぜひ
とも首相の意図が知りたい。

午後のマーシャル諸島の発表は冒頭で「日本の被爆者」がニューヨークまで来たことに
触れているのが印象的でした。彼らが日本の被爆者に寄り添える理由はアメリカの核実
験場だった過去を持ち、彼らの国にも被爆者がいるからだと思います。

マーシャル諸島がピンと来ない方でも「マーシャル諸島のビキニ環礁で行われた水爆実
験に衝撃を受け、デザイナーがあの大胆な水着をビキニと名づけた」という話を知って
いる人も多いのでは？（・o・）

なんとそのマーシャル諸島、核保有国を核軍縮義務違反で国際司法裁判所に提訴してい
ます。核実験の被爆国として自国ができることを懸命に取り組んでいるのが伝わりま
す。では戦争被爆国である日本は・・・？このことは後に書きますね。

前日に行われたデモの写真と皆が移っている写真などを一緒にアップしますね♪

Go back to top
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No.4 Friday, 25 April(NY時間)

真珠湾＆戦艦ミズーリ

ハワイからニューヨークに無事に到着しました。

前回のハワイblogの続きです。

アリゾナ記念館と戦艦ミズーリで見たものを紹介している途中でした。

・見覚えのある光景-時計＆被害-

・戦艦ミズーリに残る傷跡-神風特攻隊-

・2度目の開国

・真珠湾で愛されている禎子さんの折り鶴

□ 見覚えのある光景-時計＆被害-

“attack”（攻撃時資料博物館）という展示コーナーで目にしたものです。

日本の日の丸が入った零戦やアメリカの戦艦、そして不発弾として回収された魚雷の展
示がありました。その奥に長崎原爆資料館でよく見かける「死体」の写真や「止まった
時計」を見つけました。長崎広島原爆と真珠湾奇襲攻撃、日本では全く異なる出来事と
して捉えられる傾向にありますが、原爆資料館と似た展示を目の当たりにして、それら
は根本的に戦争被害という面で同質の物なのだと感じ、日本が抱えている極度の「被害
者意識」を考えざるを得ませんでした。

（被害面を強調する展示があった訳ではない。特に人的被害の展示は指で数えるほどし
か置かれていなかった。）

□ 戦艦ミズーリに残る傷跡-神風特攻隊-

戦艦ミズーリ、そこで日本の降伏を証明する、降伏文書調印式が行われました。

第二次世界大戦の始まりを象徴する沈んだ戦艦アリゾナと、終わりを象徴する戦艦ミズ
ーリは海のなかで顔を合わせています。この戦艦ミズーリは、地下部分が博物館のよう
になっていて、驚くことに神風特攻隊の展示がありました！ここは日本なのか？となん
だか変な気持ちになりました（・o・）

神風特攻隊の展示の由来は、１機の神風特攻隊が沖縄海域で戦艦ミズーリに衝突（攻
撃）したこところから来ています。その零銭は衝突直後にボロボロとなり、後方部が搭
載していた爆弾と一緒に海へ散り、前方部だけが戦艦アリゾナに落ちてきました。その
せいで火災が起きましたが３分程で消されたとのことです。水兵が掃除に取り掛かろう
とすると、零戦操縦者の上半身のご遺体が見つかりました。

敵の死体。水兵達がそのまま捨てようとすると、船長が水葬（水兵の正式な葬式）をす
るように言いました。水兵達が反発すると、「いくら敵と言えども、戦艦ミズーリにこ
こまで近づけた操縦技術と国のために命を顧みず勇敢に戦った姿勢は尊敬に値する。私
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は船長としていつか君たちにそのような命令を出す日が来るかもしれない。その時は彼
のように勇敢であってほしい。」と船長が答え、水葬をすることになりました。零戦の
操縦者のご遺体は一晩戦艦ミズーリで過ごすこととなりましたが、その晩一部の水兵達
があり合わせの布を縫って当時の朝日国旗を作り、水葬の際にご遺体にかけたそうで
す。

素敵な話ですが、このような類の話は決して戦争を美化するものではありません。

人は誰しも悲しみを経験しているから戦争被害者（原爆などによる一般人の被害者）の
ことを自分と同じ人間だと捉えることは簡単です。でも兵士（加害者）を自分と同じ人
間だと捉えることは難しいことではないですか？難しいというよりあまり気が乗らな
い？しかし戦争を考える上で、自分は当時の兵士と同じ人間で、自分も加害者になる可
能性があることを認識する必要があるのではないでしょうか？戦争中の加害者間の人間
らしい話を聞くことで、彼らが自分と同じ人間であることが理解できるのではないか？
と思いました。

現在も衝突による船のゆがみが残っています。写真を載せておきますね（・o・）

□ 2度目の開国

東京湾に錨を下ろした戦艦ミズーリ。そこは降伏文書調印式の会場となりました。この
場所、実はペリーが2度目に浦賀に来た時と同じ場所なんです（・o・）！アメリカは2度
目の開国を日本に求める、というスタンスだったのでしょう。それを象徴するように、
アメリカ側は本土から「ペリーが黒船で実際に使用した国旗」を取り寄せ、それを掲げ
ていました。その話をガイドの方から聞いた時、アメリカがそのような演出をしたとい
うことに当時の日本との圧倒的な差を感じ、なぜこのような演出をしたのか？という問
いですら考えたくなくなりました。

この降伏文書調印式にはもう一つ秘話があります。この場に登場した日本代表団の中に
は、命の保証が無いかもしれないと、遺書を書いて臨んだ方もいました。彼らが戦艦ミ
ズーリに到着すると、そこには溢れるほどのアメリカ兵が待ち構えていて、さらに日本
代表団が通る道には身長180cm越えの体格の良い人がぎっしり並んでいました。敗戦国
という負い目と物理的な身長差のため、日本代表団の歩くスピードはアメリカ側が考え
ていたよりもだいぶ遅かったそうです。このとき通訳として日本代表団に入っていた方
は「こんなにも人の視線が怖いものだと初めて知った」と回想されています。

（重光葵の義足の件はアメリカ兵の足にデッキブラシを括り付け、何度も何度も歩かせ
て4分程あれば机までたどり着くことを計算していた。そのため6分前に日本代表団を戦
艦ミズーリに乗せた。*戦艦ミズーリでの日本語ガイドの説明より）

このような状況で始まった降伏文書調印式、日本政府代表団は「自由と寛容と正義の精
神」という言葉の入ったマッカーサーのスピーチに驚きを隠せなかったそうです。通訳
の方は後に回想録で「自分の耳を疑った。もし自分達があの立場だったら同じことが言
えただろうか？」と記しているそうです。（*戦艦ミズーリでの日本語ガイドの説明よ
り）原爆のことばかり勉強している私にとって、その後の話を聞くのはとても新鮮でし
た。ガイドさんの話や日本に関する展示から当時の日本が国としてどのようなものだっ
たのかを垣間見ることができました。そして、当時の日本に「自由と寛容と正義の精
神」という概念を理解するのに困難があったことに虚しさを覚えました。
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□真珠湾で愛されている禎子さんの折り鶴

ハワイから書いたblogのほとんどに出ている禎子さんの折り鶴。

実際に見てきたので、写真を載せますね（・o・）

折り鶴は小指の先程の大きさで、ガラスケースのペトリ皿の上で力強く、しかし可憐に
佇んでいました。

関連のお土産もたくさん販売されており、そしてそれを購入しているのが日系人だけで
ないことから、彼女の折り鶴は真珠湾にきちんと受け入れられていて、そして愛されて
いるのだと感じました。

長崎では海外の人が原爆を知らない事に驚き、知らせようとがむしゃらに頑張っている
方々をよく目にするのですが、以前から説明仕様のない違和感を覚えました。今回の真
珠湾訪問でその違和感がはっきりしました。自分達の持つ悲しみを感じてほしいのであ
れば、自分も相手の悲しみを受け入れなければならない。それは想像するよりずっと難
しく、しかしその先には思いもしなかった平和への突破口が現れる、私はこう思いまし
た。まだ上手く説明できないのですが、このことをユース代表団の仲間やRECNAの仲間
達と少しずつ話していきたいです（・o・）

長崎を違う視点から見ることが出来ると思い真珠湾を訪れたのですが、結果的に長崎だ
けではなく、日本を違う視点から考え直すことになりました。

NPT前に真珠湾に来ることができて本当に良かったです。

この経験は私に大きな「何か」を与えてくれました。

その「何か」は明日から始まるニューヨークでの活動を通して見つけます。

宿泊から送り迎えまでお世話をしてくださったピーターソン先生、

真珠湾を案内してくれたジャッキー小島さん、

初日に交流してくださったジェイミー小畑さんとアダム・コールドレンさん、

ピーターソン先生を紹介してくださった小泉さま、

その小泉さまを紹介してくださったRECNAの中村桂子先生。

このような素晴らしい機械を与えてくださってありがとうございます。

心から感謝いたします。
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No.3.5 Friday, 24 April(ハワイ時間)

真珠湾＆戦艦ミズーリ

前回のblogに大切な写真を付けていませんでした。

ごめんなさい。搭乗ギリギリであたふたしていたんです（・o・）

アリゾナ記念館の死没者名簿の写真とアリゾナ記念館から戦艦アリゾナを見下ろした写
真などをここにのせますね。
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No.3 Friday, 24 April(ハワイ時間)

真珠湾＆戦艦ミズーリ

Aloha!

本日ハワイ最終日。

ピーターソン先生とプナホウschoolで署名を集める予定だったのですが、諸事情でキャ
ンセルに(・o・)

それからお世話になった先生とお別れして、今はハワイ空港で飛行機を待っています。

少し時間があるので、前回のblogに書ききれなかった「真珠湾で私が見たもの」をここ
に書きます。大きく４つに分けてみました(・o・)！

（ネーミングセンスが悪くてごめんなさい・・・）

・今も生きている戦艦アリゾナ

・見覚えのある光景（時計＆被害）

・戦艦ミズーリに残る傷跡-神風特攻隊-

・2度目の開国

□今も生きている戦艦アリゾナ

戦艦アリゾナとは、日本軍による真珠湾奇襲により負傷し、今でも真珠湾に沈んだまま
保管されてある戦争遺構のことです。

アリゾナ記念館とは、その沈んだ船の上に十字架を描くように建てられた白く細長い建
物のことです。ここに行くためにはボートに乗ります。

戦艦アリゾナから今もなおオイルが流れ続けていることは有名ですが、実際に見るとか
なりの衝撃を受けます。

オイルの模様が次から次ぎに変化しているのです。
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それは皮肉な程、美しいものでした。

この建物「悲しみ」のデザインは一切入れられていません。それは感じるものだから省
いたのだとパンフレットにありましたが「省いた」というよりそこ（底）にあるから余
計な手を加えなかったのではないかと思いました。

建物の奥に死没社名簿があります。両サイドには生命の木と呼ばれる彫刻が施されてあ
り、太陽の光がそこから差込、戦没者に温もりを与えているようでした。

写真では伝わらないのですが、実話ここオイル臭いがとてもきついんです。

美しい空間のオイルの匂いが、過去の出来事を私たちに語っていたのです。

残りの3つは飛行機の中で書いて、ニューヨークに着いたら投稿しますね！

Go back to top

No.2 Thursday, 23 April(ハワイ時間)

真珠湾＆戦艦ミズーリ

Aloha!

今日は真珠湾にあるアビジターパークとリゾナメモリアル、そして戦艦ミズーリに行っ
てきました(・o・)！昨日一緒に夕食を食べた、ジャッキー小島さんに案内していただき
ました！
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長崎原爆資料館に多くのアメリカ人が訪れているのを肌で感じていたため、自国が被害
を与えた場所に行く、という行為自体には全く違和感を感じていませんでした。しかし
開園前からずっと並んでいたため、周囲のお客さんとの距離感が変わらない時間が15分
程あり、どうしても周囲に目が行ってしまいました。私の周りにはどう見ても日本人
（アジア系）ではない客さん達ばかりで、なんというか、「私は日本人だけど大丈夫か
な・・・」「もう日本人ってばれたかな？」「これからＮＰＴに行くのに悪い影響うけ
ないかな・・・」などという不安でいっぱいになりました。

長崎ではアメリカ人を含めた外国人観光客に長崎を訪れてほしい、という風潮がありま
すが、実際自分がその立場になった今、そう簡単なことではないのだと痛感しました。

それからジャッキーさんのおばあさんの事前の交渉により無事にチケットを入手した私
達は、時間を忘れ、時には意見を交わしながら展示物に見入っていました。

見ているうちに展示物が被害面だけではないことに気がつきました(・o・)！

アリゾナ記念館にも戦艦ミズーリにも

真珠湾奇襲前の日米の歴史（ペリーの時代から）、当時の世論、真珠湾奇襲をした元日
本兵の動画、戦死者の出なかった戦艦ミズーリに傷跡を残した神風特攻隊、降伏文書署
名に関する秘話、広島原爆、佐々木禎子さんの折り鶴、当時の日本兵の所有物

といった展示があり、しかもお土産屋さんにも関連した商品があり、それらは展示物の
１つとしてきちんと受け入れられていたのです。

禎子さんの親族の願いを受けトルーマン大統領のお孫さんが率先して活動されて真珠湾
による禎子さんの折り鶴を受け入が実現した、と前回のblogに書きましたが、受け入れ
成功のカギはトルーマン大統領のお孫さんだけではなかったようです。もう一つのカギ
はタイミングでした。

ちょうどその時期、真珠湾では「戦争によってどんな結果がもたらされたのかを日米両
国の立場から見直し、『和解』というテーマに焦点をあてて、活発なディスカッション
や交流がおこなわれる企画を提供する*」という活動に力を入れ始めた時だったのです。
*奇跡はつばさに乗って（源和子作）より

ピーターソン先生曰く、それにより3年前から展示内容が変わってきたようです。

なんだか長くなっちゃったので、続きはハワイ出発報告と一緒にしばらくしてから書き
ますね(・o・)！
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No.1 Wednesday, 22 April(ハワイ時間)

ハワイ:ピーターソン先生宅

Aloha!

驚く方も多いと思います。

私は現在ニューヨークではなくハワイに来ております。

ニューヨークに行く前にハワイを訪れることは、ナガサキ・ユース代表団の志望動機書
を書く段階から決めていました。

なぜハワイなのか？

それは長崎を違う視点から考えることのできる真珠湾の存在に惹かれたからです。

現在長崎は平和都市として成り立っていますが、戦時中は軍事都市として機能していま
した。長崎で作られた魚雷がハワイの真珠湾攻撃に使用されたという話がそれを象徴し
ているのではないでしょうか？

まぁ堅い話はおいといて・・・(・o・)

今日の出来事について紹介したいと思います。
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計画当初は思ってもいませんでしたが、RECNAの先生の素敵なコネクションのおかげ
で、ハワイで原爆関連に関わっている方々と交流を持つことに成功しました。

去年までプナホウschoolで日本語教師をされていた、ひろみピーターソン先生。（先生
のお宅に泊まらせていただいています(・o・)）

その先生の最後の教え子であり、現在ハワイ大学で勉強されている、ジャッキー小島さ
んとジェイミー小畑さん。

彼女達の友達で、ハワイ大学院でアジア（主に日本）の研究をされている、アダム・コ
ールドレンさん。

長崎出身であり、ハワイで原爆展を1人で始められた、浅井真砂さん。（子供さんが大学
生）

彼らと一緒に手巻き寿司を片手にたくさんのお話をしました。

□特に印象的だったものを紹介しますね。

・You did it first.からの大きな変化

・心のケアのない被爆講話は暴力である

□You did it first.からの大きな変化

これは浅井さんがハワイの小学校の歴史の授業の自由研究で原爆について話し始めた瞬
間の出来事です。担当の先生が血相を変えて一言。

「You did it first.」（日本が先に真珠湾に戦争を仕掛けてきたということ）

当時の浅井さんは驚き、口をつぐんだそうです。

今日の浅井さんは当時のアメリカは原爆に対して極力触れたくなかったのでは？と回想
されていました。

そんなアメリカに変化が起きました。

日本で平和の象徴とされている千羽鶴が広島原爆による白血病で亡くなった佐々木禎子
さんが病室で作り続けた折り鶴に由来していることをご存じですか？

日本では知らない人も多いと思いますが、アメリカでは授業で用いる副読本に彼女の話
があったり、禎子さんのお兄さんや甥っ子さん（佐々木雅弘さん、裕滋さん）が熱心に
活動されたりしているので、案外知られているようです。

そんな禎子さんの折り鶴、なんとここ真珠湾にあるアリゾナ記念館に展示されているん
です！

今から約3年前の2012年の夏、
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原爆投下を命令したトルーマン大統領のお孫さんが長崎と広島の平和式典に出席されま
した。それだけではなく、彼は被爆者のお話を聞いたり、日本の高校生達との交流も持
たれたそうです。

そんな彼に禎子さんのお兄さん達が「真珠湾に禎子さんの折り鶴を寄贈したい」とお願
いすると、すぐに協力してくれたそうです。

自国が被害を受けた場所に自国が被害を与えたことを意味する展示をすることに、なぜ
彼は協力したのか？彼にはこんなエピソードがあります。

彼は来日したとき、広島の高校生から「日本は敗けると分かっていたのに、なぜトルー
マン大統領は原爆を落としたのか？」という質問を投げかれられました。

私は現在被爆地で生活しているからでしょうか、全く違和感を感じません。

それにに対して直接的な回答はされませんでした。

しかし冷静に考えると、彼にそのような事を聞いたところで何も良い方向に変わりませ
ん。むしろ憎しみが増えるでしょう。

彼はお互いが非難し合っては平和は作れないことを理解しており、事前に佐々木さん達
とその質問には答えないことを話し合っていたのです。

非難し合っては平和はつくれない。この想いが真珠湾に禎子さんの折り鶴を受け入れる
ことにつながったのではないでしょうか？

No more Hiroshima (Nagasaki).といえばRemember Pearl Harbor.と言う。

禎子さんの折り鶴受け入れは、いつまでも平行線を辿っているかの様に見えた両者の主
張の、架け橋になっているのでは？と感じました。

またその架け橋は長崎と広島が「非難し合っては平和はつくれない。」という概念をき
ちんと理解し、それを目に見える形で示すことで、初めて完成するのでは？とも思いま
した。

□心のケアのない被爆講話は暴力である

これも浅井さんのお話です。

彼女、実は被爆2世なんです。

なんというか長崎にいると、被爆2世の方々＝使命感にあふれていて、力強い発言をされ
る方というのが頭に染み込んでくるのですが、彼女を見ていると全くその様な感じがな
かったので、言われるまで気づきませんでした。

思い切ってそのことを話すと、思い出話をしてくださいました。

浅井さん小学生の頃、少しだけ長崎にいたようで、いわゆる平和教育や、8/9の全校集会
を経験されています。8/9の全校集会で「毎年毎年」学校の先生方がソ連などに核実験へ
の抗議文章を送ったことを紹介しているのを聞き、抗議文を送るだけに甘んじていてそ
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の先を考えない姿勢に嫌気がさしたそうです。

そのような先生方と被爆講話を聞いたり原爆資料館に行ったりしたとき、小学生の浅井
さんが精神的にきつくなっても、物理的に嘔吐などをしない限りそのまま何もしなかっ
たそうです。

ハワイに戻りボランティア活動を通して、人に幸せを与える素晴らしさを学び、それか
ら父親の死をきっかけにハワイで原爆展を行うことを決めたそうです。

浅井さんはハワイの人達に原爆展を1度見るだけではなく、興味を持ち続けてもらいたい
と思い、ボランティアで学んだ、人に幸せを与えることを年頭に置き、原爆展の企画に
取り組まれたそうです。

その結果、日本で行われている原爆展とはだいぶ異なったものとなりました。

浅井さんが工夫されたことは被爆講話（おそらくビデオ）の後はきちんと心のケアを行
ったこと、原爆に対して被害者意識のない（あたりまえですが）アメリカ人が原爆のこ
とに興味を持ってもらうために、「被爆」より先に「核実験」をキーワードとして挙げ
たこと、そしてそれらの情報源を科学的知見に基づいたデーターにしたことです。戦争
を知らない若者に効果的だったとおっしゃっていました。

これはアメリカ向けの工夫ですが、被爆者なき日本（世界）で十分に力を発揮するもの
だと思います。

＊ここでいう科学的知見とはこの動画のような感じです。

<iframe width=”420″ height=”315″ src=”https://www.youtube.com/embed/ykW_2YRQOpE”
frameborder=”0″ allowfullscreen></iframe>

この原爆展を開催するために、浅井さんは広島や長崎の知識人達1人1人にデータの使用
のお願いをしたそうです。その中で熱心に相談に乗ってくださった方が、私がいつもお
世話になっているＲＥＣＮＡの中村桂子先生だったそうです。市民の力の大切さを理解
されているのだと、改めて桂子先生を尊敬しました(・o・)！！！

まだまだ書きたい事があるのですが、かなりの長文になってしまったので今日はここま
でにします。

明日は真珠湾と戦艦ミズーリに行ってきます！
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No.0 Friday, 22 April(日本時間)

成田国際空港

今日長崎から出発した、ナガサキ・ユース代表団3期生の川崎真由です。朝から出発し
て、ようやく成田国際空港に到着しました！

今はこれから始まるであろうナガサキ・ユース代表団としての素敵な経験に思いを巡ら
せ、心を弾ませています！

そのナガサキ・ユース代表団とは、ニューヨークの国連で開催される「NPT（核不拡散
条約）再検討会議」への積極的参加を行う長崎の若者の団体のことです。（詳しくは公
式HPをみ見てください）

ここでは「私から見た」ナガサキ・ユース代表団3期生の全体像を紹介します。

<出発前>

・過去のステートメント（国連で発表する各国の主張）での勉強

・核問題に取り組んでいるNGOの方々や外交官の方との勉強会

・NPTフェルーキ議長との意見交換

・国連内でナガサキ・ユース代表団が行うイベントの準備

・国連内外で他のNGOが行うイベントでのスピーチやプレゼンの準備

・いろんな人に平和についてメッセージをもらいアート作品にする準備

などなど・・・

<アメリカ滞在中>
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・本会議の傍聴

・各国政府との交流

・NGOが国連内で主催するイベントへの参加

・イベントでのスピーチやプレゼン

・アメリカでも平和についてのメッセージをもらい、日本のものと合わせてアート作品
を作成する

・ドイツ人学生とのディスカッション

・日本人学校での授業

・国連内でナガサキ・ユース代表団が主催するイベント

・会議のない土日に核兵器や戦争関連の博物館などへの訪問

などなど・・・

<帰国後>

・長崎大学での一般向け報告会

・長崎県・長崎市・長崎大学への報告

・なんらかの形で核なき世界の実現のための活動に関わっていく（募集要項より）

私が今思い出したものだけを列挙したので他にもまだあると思いますが・・・それはこ
れから更新される各メンバーのblogを見てチェックしてください♪

私個人はナガサキ・ユース代表団として、この中の活動の一部に取り組みます。取り組
む内容はこれから順を追ってこのblogで報告します。

とにかく自分に出来ることを毎日こなしていこうと思います。どうぞ温かく見守ってく
ださい♪

それではいってきます(^O^)!!!!

日中首脳会談が気になるなぁ・・・

Go back to top

このページのトップへ
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長崎大学 核兵器廃絶研究センター（RECNA）
recna.nagasaki-u.ac.jp/recna/nagasaki-youth/third_activities/youth-blog-2015/minami-blog-2015

Minami’s Blog  【feeling】
 

No.9 Sunday, 3 May

日本に帰国する。昨日は、9.11ワールドトレードセンター跡地を訪れ、予想以上の大き
さ、人の多さに驚いた。ここで、この場所で、飛行機がビルに…と想像したとき怖くな
り途中で考えることをやめてしまった。

想像する。

その場所で想像すると思わぬ怖さに襲われた自分にびっくりした。

もしかしたら、長崎を訪れる外国の方もこのような気持ちになるのだろうか…。想像す
ることを無意識に避けていたものも、現場を目の前にしては見ざるをえない。一気に押
し寄せてくるものがあると思う。

それでも…色んな人に長崎にきてほしい、と思う。ここに“生きていた人達がいたこと”に
想いをはせてほしい、と思う。

2回目に参加させて頂いたユースでの活動は１回目とは見え方が違うことが多かった。日
本政府に対する見方も、被爆者の方に対する見方も、平和に対する捉え方も。

でも、NPTの会議場には昨年と変わらず“動いている世界”と“人の想い”があった。核軍縮
や不拡散という難しいテーマであり、国家の安全保障に関わる大切な問題。しかし、
淡々と流れる外交交渉の中にも“人の想い”が溢れていた。

NPTは一つの条約でしかないが、これは常に動いているものだと思う。決して止まるこ
となく、いつも動いている。“人の想い”とともに。“人の想い”と共に動いているから、こ
れからも動き続けるだろう。外交官はロボットではない。人だ。2期生で見えるものが変
わったのはこれに気づいたことが大きい。国家の問題だからどうしようもない、わけで
はない。外交交渉に関わっているのは人だ。だから、非人道性の問題も議論の場に上が
ってきたのだと思う。今回の再検討会議後、新たな法的枠組みができるのか、前進が見
られるかはわからない。少なくとも後退だけはしないよう、しっかりと見守りたい。

支えて頂いた本当に沢山の皆様に感謝申し上げます。本当にありがとうございました。

p.s今年も帰国したらすぐに蕎麦をたべます

 
Go back to top

No.8 Satureday, 2 May

午前:アボリッションコーカス
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ガバメントブリーフィング(メキシコ)

bangのサイドイベント

本会議傍聴(核軍縮)

午後:NGOプレゼンテーション

ばってん会

プロジェクションマッピング

♪NGOプレゼン♪

午後から会議場でNGOプレゼンテーションが行われた。会場は、昨年再検討会議が行わ
れたところだ。傍聴席から会場に入ると、議場内の空いている席であればどこでも座っ
ていいと言われた。わーい( ^ω^ )外交官が座っているところに座れる…ん？政府の人
は？？本会議場より小さいはず…なんでそんなに空席が。 会議場は日本人が多かった。
普段は、同時通訳も英語、フランス語、スペイン語…などだが、この時だけは、日本語
もそのなかの一つに加わる。このなかにどのくらい政府関係者がいるのか興味深いが…
よくわからない。日本政府、ニュージーランド政府の関係者は参加していた。どのよう
な気持ちで聞いているのだろう。若者からのスピーチは長崎に留学にきていたサムソン
も行っていた。NGOスピーチは、各方面から、核兵器廃絶の必要性を訴えていた。被爆
者や田上市長のスピーチもそのなかには含まれていた。被爆者の訴えは、やはり強い。
気迫がある。あと数年後ここでスピーチをしているのはだれなのだろう…。被爆者の思
いを、科学的根拠がさらに強く後押ししているように見えた。議場で動かされていたも
のは、“人のこころ”だった。ニュージーランド政府は、被爆者に対し、“最後の力を振り
絞って我々と会ってくださる機会を作ってくださったことに感謝する”と述べていた。そ
こにはあたたかい空気が流れていた。

数年後、この場で被爆地の若者がスピーチの一人に加わっていたらいいな〜

psばってん会の皆さんありがとうございました！！

p.sすごい人から学んできたんだな…と思った。ありがたい。長崎でなんとなく学んでき
たことが生きている。わかる。つながる。そして、いまそれが目の前で起こっている。
動いている。

写真撮影を求められていたのにはさすがに…笑いがー。

Go back to top

No.7 Thursday, 30 April

午前:ガバメントブリーフィング(アメリカ)@C

平和首長会議@C

午後:ニューヨーク育英学園訪問
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♪平和首長会議♪

今日は、本会議…ではなく会議場の外へ…外へ。NGOルームで行われた平和首長会議に
行った。 高校生の熱いand初々しい訴え… そして、ユースの仲間のカッコよすぎる発
表。広島の高校生たちをみると、“ヒロシマ”というプライドと責任を感じる。私が伝えな
ければ！継承しなければ！と。んーすごいなあ…と圧倒された。

♪ニューヨーク育英学園♪

今日は、午後からニューヨーク育英学園に行った。最近、頭が凝り固まっているなあ…
と感じることが多かった。ニューヨークに来る直前に、育英学園に行くことを決めた。
原点に帰って、全く違う刺激を受けたいとおもった。

育英学園は、明るく伸び伸びとした環境だった。思ったことはたくさんある。ツッコミ
も鋭かった。

長崎のきのこぐもの写真を見た子供達に自由に意見をいうよう求めると、“ブロッコリー
みたい”という意見が出た。それもひとりではなかった。おーなるほど。とおもった。い
い！いいよ！という気持ちだった。大人に押し付けられるのではなく、自由な発想のな
かで、様々な事実に対する自分の気持ちに素直に答えていくなかで、核兵器にたいする
思いを築いていくことが理想だとおもう。長崎に住み、私も様々な刺激をうけた。と同
時に、“ナガサキ”ということに圧倒…圧迫されることもあった。徐々に自身の意見や疑問
をストーレートに伝えることに抵抗を覚えるようになった。被爆者の思いをつなぐこと
は大切。継承は重要。でも、全ての若者が担わなければならないわけではない。その選
択を選ぶ権利は私たちにある。ナガサキで育ち、平和教育を受け、大学になると離れて
いく若者も多いように感じる。押しつけるのではなく、自らの自由な選択のなかで自ら
の視点で平和を捉え、伝えていくことを許せるような環境が、この問題への関心、さら
には今後の継承にも大きな影響を与えるような気がするな…

Go back to top

No.6 Thursday, 30 April
 

♪CNS♪

昨日、本会議後CNS主催の食事会に行ってきた。てっきりアメリカ人が多いのかと思っ
ていたら、最初に話した人はアメリカ人だったものの、つぎは韓国人、その次はインド
人、そして日本人！

CNSは核軍縮を専門に勉強する研究センターらしい。そこに通っている日本人とはなし
ていた。 日本の核政策についてどう思うか、NPTをどのような視点でみているのか、
CNSでどんなことをしているのか、外務省など政府の中からのアプローチとNGOなどの
外からのアプローチをどう捉えているかなど話をした。

核軍縮問題はおもしろいですか？と聞いたとき、彼女は満面の笑みで

おもしろい！本当にこの道に進んで良かったともう！
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と話していた。おもしろいと話す彼女をみて嬉しかった。(もちろん次元は違うのだが…)
私もこの問題の動きがとてもおもしろいと感じている。おしたり、ひいたり、時には小
学生の喧嘩や、いじめのようにも見える動きもあって…“外交”というとても難しく、感情
というよりは学問的なことをやっているのだと思うが、人と人とのやり取りのような温
かみやとげとげした発言がみてとれることもある。淡々と進んでいるように見えるが、
ここにいると感じることは多い。

彼女に率直に感じていたことをぶつけた。

非人道性の動きがなぜ今更注目されるようになったのか、非人道性の動きやNACの新し
い枠組みの動きもあるが非核兵器国の国が頑張りただ枠組みだけが増えていってしまわ
ないか不安であることなど。非人道性の動きの高まりは2010年以降のトピックである
が、私はそんなこと、前からだれが考えたってわかっていたはず…なぜ今更高まってい
るのだろう、と感じていた。CNSの彼女によるとやはりオバマさんのプラハ演説を含
む、アメリカの軍縮関係の偉い人の発言から流れがきていると教えてくれた。またもや
アメリカか…

NPTは多くの矛盾や不平等性を抱えていることを勉強した。(そもそも、この世界のいろ
んなことが不平等だと思うのだが…国連の常任理事国とか)NPTではこの不平等性をマイ
ナスな側面から聞くことが多いが、実際は、この不平等があるために成り立っているこ
とも多いように感じる。今回の話だってそうだとおもう。プラハ演説がオバマさんだっ
たから影響力も強かったわけで。今まで築いてきた歴史や他国との関係性って大事だな
と思う。(これがあるから、むずかしい。)

彼女は日本政府のステートメントについて、日米安保がある中でどの程度強い言葉で核
軍縮をアピールできるかだと思う。とはなしていた。そういう風に見たことはなかった
な…言葉のチョイス。日本のステートメントをもう一度読み直してみようとおもう。

もっと英語ができれば、もっと深い話が海外のひとともできるのに…。メンタル！！

P.s長崎にもこんな素朴な、率直な疑問を気軽に話せる核問題を専門に勉強している学生
がいればいいのにな〜

Go back to top

No.5 Wednesday, 29 April

午前:アボリッションコーカス@C

ガバメントブリーフイング(イギリス)@C

会議傍聴@M

昼:広島のサイドイベント

午後:会議傍聴@M

♪NPTはどう進むのか♪
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ここに来る前、長崎でステイーブンリーパーさんとお話しすることがあった。そのと
き、私は真っ先にこう質問した。“今後NPTはどうすすむとおもうか、限界を迎えている
のではないか”と今回、メンバーの中にも同じようなことを感じている人がいるようだと
感じる。リーパーさんは、昨年ＮＰＴについて、“原発を認めているからね…”と話されて
いた。今回のNPTは果たしてどんな新しい動きが見られそうなのか、画期的な変化が望
めそうなのか、ニューヨークに来る前に分からなくなった。NPTは多くの問題点を抱え
ていると先生にもきいた。では、NPTは終わりか…と考えるとそうではないとおもう。
この条約がなければ…もっと状況は悪化していた可能性だってある。このことを踏まえ
た上で、では、今後NPT外の他のどんな取り組みが必要なのか、ここで私たちができる
こととはなんなのか。リーパーさんは、NPTはこのままいくだろう。大切なのは周りを
盛り上げていくこと。一般市民が興味をもっていくことだと言った。対人地雷禁止条約
のときのように、周りから固めていって、持てないような社会を作っていくことが大切
といっていた。

デモに参加したとき、ひとつ疑問に感じたことがある。“一体これは誰に向けてやってい
るのか”ということだ。日本だと、国会議事堂の前でやるなら議員さんに届く可能性があ
るから、政治に直接影響を与える可能性が高いかな…などとおもっていた。しかし、デ
モの最終地点は国連前であったが、当日は日曜日で休日。本当に一般道をあるいてい
た。だれに伝えたいのかな…。今、このことを思いだしたが、一般の人に関心を持って
もらうためなら大きな意味があるかもしれない。わざわざ日本から100人は軽く超える
人々がニューヨークにきている。命がけでニューヨークに渡米した人もいる。メデイア
も日本のひとが多く、本当にニューヨークのひとにとどいているのかな…と疑問が残
る。いや、届いていてほしい。今日、同じホステルの人から、デモの様子が新聞に載っ
ていたと聞いた。お！どこの新聞社だろう！こちらではどのように報道されているのか
とても興味深い。

Go back to top

No.4 Weｄnesday, 29 April
 

午前:アボリッションコーカス@C

ガバメントブリーフイング(ニュージーランド)@C

会議傍聴@M

昼: モントレーのパネルデイスカッション見学

午後:会議傍聴@M

おはようございます。

♪ニュージーランド♪

昨日は、朝からアボリッションコーカス後ニュージーランドのガバメントブリーフイン
グに参加しました。ガバメントブリーフイングは、NGOが借りている部屋(会議室のよう
なところ)に政府関係者を呼んで、NGOと政府関係者が直接話ができる時間のことです。
今回話題に上がっていたのは、ワーキングペーパー8と9について…内容は難しい…法的
枠組みを作る…というような話なのはわかったけどー。ワーキングペーパー8と9ってな
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に？？…ハテナだらけだったのでランチタイムに先生に解説をおねがいして…ニュージ
ーランドが所属しているＮＡＣというグループが、これからどうやって核軍縮等を進め
ていくかという提案のなかに4つくらい案があり、そのなかの一つがワーキングペーパー
9だということまではわかりました。その案というのは、とりあえず枠組みをつくって動
き始めよう！というものだということ。これから、つづきの解説をきいて深めます…

♪NPDI♪

今日の一般演説ではNPDI諸国がたくさん演説をしていました。ナイジェリア、カナダ、
UAE、オーストラリア、ドイツ、フイリピン、トルコ…。日本の核政策のひとつのキー
ワードは“step by stepアプローチ”ですが、NPDIの国のなかにも同じワードを使用してい
る国がありました。NPDIは、ひとつのグループで、昨年は広島でその会議が開かれたこ
とでも話題になりました。NPDIは、日本とオーストラリアが先頭を切って作ったグルー
プです。そのこともあり、私は、NPDIはてっきり核の傘の下にある国の集まりであると
思っていました。しかし！これはまったく違いました。2010年のアクションプランをき
ちんと行うためにできただけのグループだったようです…。難しいー。知らなきゃいけ
ないことがたくさんあります！

私は、NPDIは核の傘の下にある国の集まりだと思っていたので、どうしてメキシコやフ
イリピンは非核兵器地帯に入っているのに、プレッジへの参加も表明しているのに他の
核の傘の国は入らないのだろう…日本にもあらたな希望が…とーおもったのですが、そ
んなに甘くはないですね…。

♪おばちゃんandおねえさん♪

今日、ガバメントブリーフイングのときに驚いたことがあります。ニュージーランドの
代表は女性！彼女が連れてきた仲間も女性2人と男性1人。遅れてきたメキシコ政府の人
が到着したときには、まるでランチに遅れたママ友の会話みたいな…普通のおばちゃ
ん。真っ黒のスーツではなく、ショッッキングオレンジのジャケットを着たり、おしゃ
れな仕事着に身を包み、NGOと真剣な話を、難しい話を、時にはポップに話していまし
た！NACの国々…本当に仲が良かった！

本会議が始まっても、今日は女性のオンパレード⭐ニュージーランド、ルクセンブル
ク、フイリピン、オーストラリア、デンマーク、ナイジェリア…議長も女性で、その横
の国連軍縮問題高等代表も女性！ベージュのスーツに、緑の服、色も鮮やかでしたよ〜

p.s英語もっとわかりたい…。

↓早く着き過ぎてだれもいない議場…
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No.3 Tuesday, 28 April

午前:会議傍聴@M

昼:マーシャル諸島に関するサイドイベント@C

午後:会議傍聴@M

♪おはようございます♪

朝国連内を迷子…すると目の前に昨年の議長ロマンモレイさんが！！昨年非核兵器地帯
に興味をもつきっかけを作ってくれた一人です。元気が湧いてきました！さて、いよい
よ会議が始まりました！昨年よりも広い部屋でした。

♪非核兵器地帯♪

まず、中東の非核地帯に関する話から…ほぼ全ての国が中東の非核地帯について触れて
いました。中東の非核地帯・非大量破壊兵器地帯に関しては、2010年の合意文書のなか
で2012年に開催することが記載されていました。しかし、中東の情勢の悪化などのため
開催が延期されました。現在も、中東非大量破壊兵器地帯の実現にはいたっていませ
ん。このことに関しては、どの国も強い関心を持っていることが伺えます。多くの国
が、非大量破壊兵器地帯の実現にむけてサポートしますと発言していました。また、中
東の非核化の動きのなかで、どの国が鍵となっているのか、どこに突破口が見出せそう
か、中東以外のどこの国が強くリーダーシップを取れそうか、イランのみならず、周辺
諸国の国の動きにも注目していきたいとおもいます。

♪マーシャル諸島♪

マーシャル諸島は昨年の核保有9カ国(米、露、中、英、仏、パキスタン、インド、北朝
鮮、パキスタン)をICJ(国際司法裁判所)に提訴しています。このなかには、核保有が疑わ
れている国も含まれています。なぜ提訴したのかというと…簡単に言うと核軍縮をちゃ
んとしていないじゃないか！それはNPTの条約違反じゃないか！ちゃんとしなさい！と
いうことです！NPTの第6条には“核軍縮に関して誠実に交渉する”との記述があります。
(誠実に…条約等を読んでいるとこのようなあいまいな、何通りにも解釈できるような言
葉に遭遇することがよくあります…むずかしい。)
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昨年のNPTステートメントのなかで、マーシャル諸島がこの内容に触れたとき、私が傍
聴をしていたなかでは、一番盛り上がった瞬間だったように思います。今朝のサイドイ
ベントのなかでは、マーシャル諸島が起こした裁判の現在の進行状況について、今後期
待される展開についての発言がありました。現在進んでいるのは、このなかで3つ。イギ
リス、インド、パキスタンに対する裁判のみです。今後どのように他の6カ国と裁判を進
めるのか、また、マーシャル諸島に賛同し、ともに裁判を起こす国がでてくるのか注目
です！

午後のマーシャル諸島のステートメントのなかでは、特にこのことに言及する発言は見
られなかったものの、ビキニ沖で被曝した話などを交えながら、被爆者は今もなお苦し
んでいることや、非人道性の話など、昔核実験場であったマーシャル諸島ならではの強
い訴えがあったように思います。

Go back to top

No.2 Monday, 27 April

午前:国連の入場許可？申請

午後:デモ行進に参加、国連前の公園にブースを出す

日曜日は、核兵器廃絶に関するデモに参加しました。

デモを実際に見ることも、参加することも初めてだったので何もかもが新鮮でした…

何より驚いたことは、若い人が多いこと！日本人が多いこと！

行進する前に、様々な国の人がスピーチをされました。ステージのすぐ近くでそれを見
たとき、足元がぞくぞくするような感覚になりました。(広島の松井市長もスピーチされ
ました。)私が特にぞくぞくしたのは、ドイツのブラウン？さんの発言でした。

Let us taking a work everything for peace,peace is our future, peace is our vision,vision
come to a reality.

という発言です。(英文に起こしたものにミスがあったらすみません。)

平和とは、ビジョンであり、それは〜現実になる。と。力強く彼がそう言ったとき、す
ごい…と思いました。ことばがズトンと落ちてきました。

そして彼は同時にこうも言っていました。

let us trusting any goverment．

自らがちがう！と思うことを訴えることは時には必要だとおもいます。でも、伝え方や
訴え方があるのではないかと感じるようになりました。相手を責めたり罵ることも一つ
の方法だけど、他の方法もあるのではないかと思います。日本政府の核政策を考えると
きに、政府への怒りをぶつける…ではなく、政府を信じより良い方向に進むようサポー
トする。共に進む…という観点の方が私の感覚にはあっているような気がしました。日
本の核政策はステップバイステップではありますが、決して核兵器廃絶を完全に否定し
ているわけではないと私はおもいます。たしかに日本の核政策には矛盾もあると思いま
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す。では、どうすればこの矛盾を解消できるのか、より良い方向に踏み出せるのか、日
本政府の立場に立って考えると見えてきたこともこの、ユースの活動の中で多くあった
と振り返りながら書いています。

Go back to top

No. 1 Sunday, 26 April

午前:国連下見

午後:イントレピッド海上航空宇宙博物館

今日は、気になっていたイントレピッド博物館へ。たまたま出発直前に見つけたこの博
物館。日本軍とのことも展示されていると口コミにあり、さっそく見学してきました。

近づくとすぐに大きな空母が。ん。。。圧倒されました。一目見てかっこいいとおもっ
てしまいました…。

今回、ここに行くことを決めたのはなんとなくとても惹かれるものがあったからです
が、、、なんとなく惹かれたのはどうしてかな…とふりかえるとこんなことがあるかも
しれません。

今回がユース代表団2回目ということで何度も考えていたことがあります。昨年までは、
核兵器はダメだから、ダメなものはダメだからという前提のもとどのように日本、そし
て世界が動くべきか考えていたようにおもいます。しかし、原点に改めて戻るという
か、、そもそも

平和ってなに？

戦争ってなに？

核兵器ってなに？

を考え直すようになりました。

私が2年生の時初めてレクナに来た時に、一期生だったEさんから“核兵器がどのようにな
くなっていくのか各自がそのシナリオを持っていることが必要”というようなことを(間違
った解釈ならすみません。)言われたことを覚えています。当時は、そんなことを要求す
るなんて…難しいな…できるわけないじゃん！とおもっていました。しかし、今回学習
を進める中でその必要性…？シナリオが欲しいな…と思っている自分がいました。シナ
リオを考える中で、この原点に戻ったような気がします。

平和とは。戦争とは。

核兵器とは。

何を無くしたいのか。

何を守りたいのか。
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今後世界がどうなって欲しいのか。

日本はどうなって欲しいのか。

そう考えたときにどれに対しても答えを出せない自分がいました。平和とは一般的にど
ういうもので、核兵器のしくみはどうなっていて…。核兵器はだめだからだめ…え？理
由はそれだけ？と自問自答していました。こんなことをいうと怒られそうですが、核兵
器をただなくせばいいとか、戦争がなくなればいいとかそんな問題ではないようにおも
ったのです。医療職の卵としては核エネルギーの医療での利用も外せないですし、科学
技術の発展という意味から考えても…。んー。

先日、韓国に行く機会を頂いたときに、一人でぼんやり考えていたことがあります。韓
国に住む彼らは兵役がある、軍事訓練がある。戦争や武器がもっと身近。実際に軍事訓
練をするなかで武器を触ったことがあるかもしれない。

じゃあ私は…刀以来の武器を身近で見ることはありません。銃を握ったことも、まして
やそれが使われる瞬間を見たことがありません。核兵器をこの目で見ることは不可能だ
とおもいます。しかし、戦争という漠然としているものに対してあまりにも無知であ
り、知りたい、改めて考えたいと思いました。

日本に生まれ育ち、核兵器も、日常生活で銃もない環境にいるが故に知らずに来たこと
がある、と強く感じました。一方で、武器を使用したことがありながら、もしくは使用
できる技術や道具のある環境にありながら、それを使用しない人々の“想い”に興味があり
ました。

見えないものに対する危機感と、使ったことがある経験も含めてうまれている危機感
と。

これが行きたいと思った理由の最も大きなものです。

ここからが本題です…w

が…突然現れた日本人のおじさんとおばさんとの話が面白いのでここで一時中断しま
す。

p.sホステル楽しいです。昨日はcare giver(日本のヘルパーさんのような仕事？)をしてい
るアメリカの学生と話をしました。

在宅で生活されている利用者の方の話や、妹も看護師を目指している話などなど興味深
く、1時間以上夢中で話をしていました！

おじさんが朝ごはん分けてくれました！目玉焼きと醤油！！の美味しさに感動…（ ; ; ）
幸せ
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No. 0 Friday, 24 April

まもなく長崎空港を出発します…

今回は羽田空港からトロント経由でニューヨークに行きます！！

2期生のときとは、また違った緊張感で昨日はそわそわ落ち着かず。大丈夫かな…と不安
です。

2期生のときは、”非核兵器地帯”に希望を持ち、非核兵器地帯のことを考えるのが楽しく
て仕方なかった。2期生を終えた時、”青く澄んだ空色”の気分になりました！今回はどん
な色が見えるのかとても楽しみです！

今回も、前回と同様本会議場で議会を追っかけたいと思います…特に注目は北東アジア
と中東の非核兵器地帯について英語は苦手…ですが、ステートメントを読みながら…が
んばります！！

これまで支えて下さった多くの方に感謝します。ありがとうございます！

いってきます！

p.sめんたいじゃこ天を食べて元気を充電中です…
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核兵器廃絶長崎連絡協議会(PCU-NC)
recna.nagasaki-u.ac.jp/recna/nagasaki-youth/third_activities/youth-blog-2015/yukari-blog-2015

Yukari’s Blog  【ゆかりーぬNPTdiary】

No.11 Saturday, 9 May

「全日程を終えて…私が得たもの。

―不安と不安と不安…。そのすきまからちょっと希望が…見えた…かなあ？」

まだまだブログ書いてない分がいっぱい残っているのですが全日程を終えてのこのよく
わかんない感情が薄れないうちに記録しておきたいです。(ちょう長くなっちゃった！
2000字！時間のあるときよんで！にやり)

今回NYでの生活までを終えて得たものは大きく二つ。

１つめは不安と不安と不安…。の部分、笑、周りのメンバーのすごいところと自分の足
りないところが見えたこと、です。ユースのメンバーはみんなそれぞれ素晴らしい能力
個性をもつ人ばっかりでした。英語が堪能だったり人の心に響くスピーチができたり人
を引っ張るのがすごかったり面白い視点を持っていたり… それが現地での活動に活か
されていて…というか現地での活動から見えてきた… 私は彼らをこころから尊敬する
し逆にしぬほど羨ましくもあって。向こうではいっぱい助けられて。ほんで自分の嫌な
ところがいっぱい見えてきて。

こんな中で私は足を引っ張ってたな、、、

私は彼らのためとかユースのために何かできてたのかな、、、

とか、そんな彼らの成長だとか彼らが“何か”をつかんでいくのをすぐ傍で感じて。

自分は何か変われたのか、“何か“つかむことができたのか、、、

これが私の不安と不安と不安と不安の正体…ですね…笑

こんなに自分に自信が持てなくなっちゃうのも私の悪いところです。後でメンバーに
「私のすごいところは？？？」って無理やりにでもいわして無理やりにでも自信持つ！
笑

2つ目は、こんな私でもつかめたことがあるかな…希望、の部分、“世界“を見る目が大き
く変わったこと…かなあ。NPTという小さな窓から大きな大きな”世界“の一部を垣間見て
圧倒されている…今はそんな気分です。「どうして日本は核兵器廃絶に積極的になれな
いの？！」「日米の関係って？」「核兵器の問題のゴールってなに？」 いっぱい疑問
をもて今回の会議に参加しました。結果「日米の関係ますます謎…」「米ロの関係って
何？」「資本主義と共産主義の対立って何？」「核廃絶を訴えて国にどんなメリットが
あるの？」「国のメリット、国益ってなに？」「国って何？政府って何？」 …ともっ
とよくわかんなくて複雑そーうな疑問がむくむくで手におえない感じです。。。



2/11

核兵器は今のところ人類最強の武器！力の象徴でもあり、反面大きな悲しみの象徴でも
ある。戦争をなくさないと核兵器はなくならないような気がするし、核兵器をなくして
も戦争はなくならないのかもしれない。…というか戦争って何？ なんで？そしてなん
のために？人は戦争をするの？ 「核兵器はどうしてなくならないのか」一つの問いが
たくさんの深遠な問いを引き連れてくる…。”世界“は大きくて深くてそしてすごく狭いよ
うな気もする。

「我思う、ゆえに我あり。」 核問題や戦争の問題が差し迫った、深刻で真剣な問題な
ことは、わかる。でもその深遠な問いの入り口に立って好奇心を持っちゃう自分を押し
殺すことはできない…。怒られるのはわかってるけど…。デカルトの言葉を借りればだ
ってそれが人間で、私だもの。だけど怒る人に安心してほしいのは、私はなんだかまわ
りまわってやっぱりヒロシマ・ナガサキの主張は忘れずに、たとえどんな主張に出会っ
たとしても、こころに刻んでおきたいと思っています。理屈でどうこう、できるもので
はなくてやはりすごく大切なことだと感じるし、それを押し殺すことも消すこともやっ
ぱりできないので…。

最後に、このプロジェクトが始まってからの半年間、んーそれよりずっと前から… こ
んなことを考える機会と素材、お金ややる気とか…自分の身を削りながら、もろもろ全
部くださった桂子先生にまずは大きな感謝を。私のデモのブログの投稿にわざわざ個人
的に送ってくださったコメントはNY期間中自分に自信がなくなって折れそうになるとき
の密かな心の支えでした、笑

それから一緒に勉強してきて、NY現地で見たこと感じたことについてあーだこーだいえ
るユースメンバーがいたことも大きかったです。けんかしたりもしたけど…自分と違っ
た視点を持っているから…たまにうっとおしいけどそれ以上に一緒にいておもしろい…

それからそれから親を始めTVでゆかりちゃんみたよ！て応援してくれた長崎の親せきや
友達FBでいつもいいね！くださる方々、私の漠然とした質問に丁寧に答えてくださった
方々、たくさんのお金を投資してくださったCPU協議会、長崎県民市民大学…んーよく
わかんなくなってきたけど私とユースを支えてくれたひとたちみんなに心からの感謝
を。県に市に大学に…貢献できる人になるって期待？に沿えるかはまだわからないけ
ど…。ここからがスタート、らしい。

あ、10年後くらいにユースのOB・OG会したいな…。
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No.10 Thurｓday, 7 May

NGOルーム本番

―直前まで修正修正…みんなが読む練習するなか、修正修正…

―読む練習たくさんしたしドイツの時より落ち着いて読めたなり。

NGOルームを通して学んだこと考えたこと今までさんざ書いてきたから省略。NGOルー
ムの準備・発表を通して考えたことがほぼNYにきて考えてきたこと！といってよいで
す。(私のブログNo.6.No.11)。
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NGOルームは最初から最後まで大変で私最初から最後まで役立たずでなんかいろんな人
に申し訳なかったです。

Go back to top

No.9 Tuesday, 6 May

NGOルーム準備

発表予定の内容はざっくり

―問題「どうして日本は被爆国なのに核兵器廃絶に積極的になれないのか。日本政府は
核の傘に頼っている。そのせいで核兵器廃絶に積極的ではないのでは。」

―提案「中国との関係を足がかりに北朝鮮や北東アジア地域の信頼情勢改善していこ
う、中国との交流深い長崎から市民レベルでも関係築いていけるはず。核の傘の役割減
らして核兵器廃絶をもっと強く訴えて欲しい。」

このようなかんじ。

日中関係について発表準備しながら思ったこと。

―核兵器廃絶！ていってる大人でも中国とか中国人の悪口？言う人いっぱいいる…（日
本が核の傘から抜けるために、そして国の安全のために中国との信頼情勢って大事って
わかるのになんでだろう！）

―ヒトラーの右腕の人の言葉「国民を戦争に向かわすのは簡単だ。国を脅かす脅威をち
らつかせればよい。」…怖くない？

―市民レベルでも関係築けないのに政府同士って難しい

―しかし政府が仲悪いから市民同士も悪いのかな…？

―どんな悪口？悪いイメージはどこから来たの？

―仲が悪い原因は何か、具体的にどうやったら仲良くなれるのか、核問題に限らず視野
を広げて考える必要ありそうだ。
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No.8 Tuesday, 5 May
 

ドイツ学生との交流会ーエネルギーを考える。

今年のディスカッションのテーマは「エネルギー政策」

ここでの私の問いは

「3.11後のドイツと日本の判断の違いはなにか？」
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「日本では原発必要って人と絶対反対！て人とで意見が割れている。ドイツ人はグリー
ンピープルなイメージがあるけど、本当にみんなが原発に反対なのか？」

—

「昔はドイツでも意見が割れていた。でも3.11でみんな原発はやっぱりだめだって思っ
た」そう。ドイツの脱原発政策には20年の歴史があることは知っていた…1986年チェル
ノブイリ原発事故はヨーロッパの多くの国にとって他人事ではなかったらしい…

ドイツと日本の大きな違いの一つはココにあると思った。

3.11以前、ドイツでは原発の是非について20年以上議論がされていた。日本では多くの
人が、原発は二酸化炭素を出さないクリーンなエネルギーとして特に疑問を持たなかっ
た。

3.11後、ドイツでは国民による原発反対の大規模なデモが起きた。日本では原発の必要
性やリスク、運営のあり方について多くの人が議論するようになった。

「3.11後のドイツと日本の判断の違いはなにか？」という問いについて。

確かにドイツ人がグリーンピープル(エコに関心が高い国民性？)ってのもあるだろうけ
ど、議論の歴史が全然違うというのが大きいのでは！というのが一つの今回の気づき。
議論のスタートが、ドイツはチェルノブイリだったけど、日本は3.11だった。

—

原発について是非論はあまり本質的でないのでは？

ドイツ人とお話していて改めてすごく思った。

事故後の放射能汚染というリスク、放射性廃棄物の処理問題

原発があまり望ましい選択でない理由はこの二つで十分だと思うんだよね…

その上で経済性とか安定供給とかいう代替エネルギーの「課題」を解決する方法を考え
る。そっちに頭使ったがいいのでは！

環境科学部での勉強もっとがんばろう！るん
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No.7 Monday, 4 May

大変だーーーー！

今日は一日の最後に一週間の振り返りをするMTGをゆかさんと江島さんが企画してくだ
さりました!ユースメンバー各個人が会議を通して見聞きしたことをシェアしたりそこで
わからなかったことについて桂子先生からコメントをもらったりしました。
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NGOセッションのときの在外被爆者の弁護士の質問、それからオーストリア政府との対
談。ほかのメンバーの報告を聞いて特に興味深かった二つ。どっちも他のとかぶってて
行けてなかったので話がきけてよかった！

1．在外被爆者の補償をめぐるはなし。

強制的に連れてこられた異郷の地で強制労働を強いられた挙句、ヒバク。日本に頼れる
身内もいないし祖国に帰ったら帰ったで被爆の差別。在外被爆者の方々の苦労や怒りは
計り知れない…

でも、在外被爆者の話はじめ強制労働や慰安婦などの補償に関する中国韓国の主張をな
んだかあさましく(お金目当てに)感じてしまう…

日中韓の深い深い溝をどう捉えたらよいのか…

2.オーストリアプレッジの意図

「核の傘の国日本にとっては過激！で、二ュージーランドでさえ署名できてない内容、
どうして賛同もとめたんだろう…」「プレッジに賛同を求めた意図は

？」「今後プレッジへの賛同国を増やすのか？」

私は行けなかったけど他のメンバーが聞いてくれたみたいです！！！

前のブログにかいたけど私の予想は「この国はここまでなら乗れる、この国はここから
はのれない、と図っているのでは？！」でしたが…

政府の答えは「核兵器の非人道性や、禁止条約について各国に議論してほしかった」
「あれはあくまで”オーストリア”の姿勢書いたもの。あれだけ賛同を得たのは逆に驚きだ
った」「ほんとに賛同するなら自国のステートメントにプレッジの文言入れたらいい」
とのこと。

なるほど。オーストリア。

Go back to top

No.6 Friday, 1 May
 

「思考回路は…ショート寸前」

今日は日本政府の方と直接話す機会があり、NYに来る前から疑問に思っていたことにつ
いてぶわっと考えを進めるいい機会となりました。日本政府の人と話した後に参加した
学生同士であーだこーだ議論したのもよい刺激になりました！ しかし考えれば考える
ほどなんとも…。

今回のブログは長いし内容も人によんでもらうためというより自分の頭を整理するため
に書きましたので…。

.
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.

「日本が核の傘に依存し人道性の動きに積極的になれないのはどうして？」

「同じ核の傘の国だけど立場の異なる日本とノルウェーの違いは？」

・NYに来る前から自分の中で仮説が立ってきていた。…核の傘政策もノルウェーとの違
いも実は周辺国との関係というよりアメリカとの関係が大きいのではないか…「政府関
係者は周辺諸国との関係を挙げる。日本の核の傘政策の根拠に“核抑止論”をいう人は多
い。でもその議論ってどこまで本質的なのかな？」「周辺国との関係が仮に完全によく
なったとして日本は本当に核の傘を抜けられるのだろうか」「実は周辺国との関係より
アメリカとの関係が大きいのではないか」 …じゃあその漠然とした日米の関係ってな
んだろう？

・「例えば日本がオーストリアプレッジに賛同したとして、日米関係で具体的にどんな
変化がありますか？」日本政府の方に質問する機会があった。詳細に文字にすることは
多分できないので私の印象を。…具体的な変化は、ない。ただ、日米の信頼関係が損な
われるという変化が、ある。そしてその“変化”は日本にとってかなり重要重大なもの！み
たい…。

・2つわかったことがある。1つは日米関係が日本にとって(漠然と)重要重大だ！てこ
と。もう１つは今のところその“漠然とした変化“って(大きいか小さいかもよくわからな
い)代償を払ってまで”方針を変えよう”ってほどのメリットを日本政府が感じてないこ
と。…国の方針を決める材料に“国民の声”は確かにある。だけど”ヒロシマ・ナガサキの
声“が政府に”国民の一部の声“といわれてしまうのはどうしてでしょう？（平和市長会議
の日本国内の賛同自治体数で一部じゃないよ！っていえないかな…）

・ここで2つ疑問が…。1つは日米の（漠然と）重要重大だ！て関係はなんだろう！！！ 
2つ目が、政府はじゃあ何にメリットを感じるのだろう？この二つ目の疑問は安全保障と
MONEYとメンツじゃないかな？！政府って意外に人間くさいな！って話に落ち着きまし
た。笑

・１つめの疑問。西日本新聞上野記者に聞いてみると、簡単にいうと戦争に勝った国と
負けた国って関係。ちなみにアメリカから見て日本は敵国との防波堤みたいな位置にあ
る。らしい。ロシア・中国・北朝鮮。日本。アメリカ。この位置関係。なるほど。広瀬
先生曰く、日本と中国があまりに仲良くなりすぎようとするのにアメリカが横やりを入
れるってことは多々ある、らしい。

・これじゃあ周辺国との関係が悪いから核の傘に頼ってるのか、核の傘に頼ってるから
周辺国との関係が悪いのかわかんないじゃないかー！ 日本と中国の関係を良くするよ
りアメリカと中国の関係良くした方が根本的なのでは…？

・こんなことを私がいうと。上野記者…じゃあロシアはどうすんの？それからアメリカ
と中国の関係が良くなることが日本にとってよくないことだという人もいる。アメリカ
から見捨てられたら日本はやってけない、って。
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・米・露の関係…。結局ここに行きついてしまった…。どうしてアメリカとロシアは仲
が悪いんだろう？NPTの本会議でも今年は派手に喧嘩していたらしいけど…。共産主義
と資本主義の対立？大きな国同士の対立？大きなコンプレックスを抱えた国同士の対
立？はたまた武器商人の陰謀？

・ここら辺で私の脳味噌はショート寸前だし、日米関係や米ロ関係についてはいろいろ
これまた議論がありそうで調べるとなかなか不毛な作業になりそう…。てところで今の
ところ私の探求心はパタリ…。

Go back to top

No.5 Thursday, 30 April

子供たちの素朴で鋭い問い、ぞくぞく！

今日は育英学園での溝越先生(!)の授業に参加させてもらいました！育英学園はNYにある
日本人学校。溝越先生は私たちの同級生！笑 授業をした溝越先生も授業をうけた5年生
も本当に素晴らしかった！ 溝君&子供たちが挙げる素朴で本質的な問いにはっとさせら
れる場面がいくつもありました。

特に印象に残ったやり取り

生徒「今まで核兵器が落とされたのは日本だけ？」

溝君「日本だけじゃない。いろんな国が核兵器を持っていて今まで実際に実験などで何
度も使われている。ただ、人を殺すために使われたのは広島、長崎だけ。」

生徒「どうして日本だけ人を殺すために原爆が落とされたの？」

生徒「なんで日本は核兵器持ってないの？」

溝君「なんでだと思う？じゃあなんで持ってるところは持ってるんだろう？」

生徒「強い国だってアピールしたいから！」

「前の戦争で作りすぎたのが残ってるから！」

「核兵器がひどいってことわかってないから！」

「悪い人だから！」

溝君「悪い人だから？アメリカも持ってるよ。アメリカ人って悪い人？」

「…」

溝君

「今日は長崎の原爆がとてもひどいものだってことだけをいいに来たわけじゃない。被
爆者の話を聞いて原爆がとてもひどいものだ！ってすぐなくすべきだ！ってみんな思っ
たと思う。ねえ、でももしみんながそう思うなら、どうしてこんなに今核兵器がいっぱ
いあるんだろう。どうして核兵器はなくならないんだろう。……（略）」



8/11

授業自体は、「ひとつの物事であっても個人によって思うことや持つ意見は異なるから
こそ、きちんと相手の話に耳を傾け、理解しようと努めることが大切である、というこ
とを伝えるものだった」(じょーくんのブログより引用)そう。

Go back to top

No.4 Wednesday, 29 April

今日はメキシコとイランの政府！

日本での勉強や会議での傍聴ででたもやもやをきけるチャンス。国際会議の場に足を運
ばないとできないこと。気合いがはいる。(個人的にこれはウィーン会議のリベンジ。)

イラン政府の方は、「法と宗教」についてかなり丁寧にお話しされた。「我々はときに
法よりも宗教の決まりを重んじる。そしてその考え方は法が中心の欧米諸国にはあまり
理解されない…。」と。いいたいことはわかったし重要なことだとは思うけどそれがど
うNPTとか核問題につながるのか、それで何を言いたかったのか、未だに謎。

話をそらされた気がしてちょっと嫌な気分。実際彼は「中東非核兵器地帯」や「3+3の合
意」について自分からは話さなかったし…

Go back to top

No. 3 Tuesday, 28 April

会議2日目！オーストリアプレッジの賛同状況が非常に興味深い！

賛同国76か国。

「核の傘」の国は日本も含め不賛同。それに加えていままで人道性の動きを引っ張って
きたノルウェーやニュージーランドも不賛同なのが興味深い。

ノルウェーはNATOだし保守政権なったらしいしわからんでもない！

でもなんで核禁条約！NACのニュージーランドも賛同できないの！

方向性の違いかな…

やっぱりアメリカの圧力かな…

そもそもオーストリアはどういう意図でプレッジに賛同をもとめたんだろう…

賛同国、質も量も集まってないようだけど今後プレッジはどうするんだろう…

(賛同国の数が多くないし、賛同してる国は小国ばかりだし)

今まで出された共同声明とかオーストリアプレッジとか各国の反応を図ってるように見
えてきた！この国はここまでならのれる、ここまでするとこの国はのれない、、、みた
いな。

核兵器禁止条約を含め人道性の動きが今後どうなっていくのか…
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どんな風に世界を巻き込んでいくのか…

注目！！！です！

Go back to top

No.2 Monday, 27 April

―会議スタート！私の目標

・事前勉強でできた”もやもや”を解消すること

・”もやもや”が最初より深くなること

・長崎に帰ってこの問題についてより多くの人と考えられるようなヒントを探すこと

＊会議開始前のもやもや

・核兵器問題のゴールって何？

―ゼロにすること？核兵器禁止条約をつくること？核兵器が二度と使われないこと？戦
争をしないこと？

・日本が核の傘に依存し人道性の動きに積極的になれないのはどうして？

―例えば日本がオーストリアプレッジに賛同したら何が変わるの？政府の方針で変えな
ければならないことが本当に出てくるの？

―周辺国との関係？中国？北朝鮮？どんな脅威を感じている？

―アメリカとの関係？それってどんな？

―周辺国との関係とアメリカとの関係、日本にとって大きいのはどっち？

＊今日の会議を終えての未解決もやもや

・”核兵器の問題のゴール”のためのNPTはどれくらい役に立っているのか。今後の発展は
果たしてあるのか。
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・日本のステートメントと演出は他の国にどう見えたのか。

＊その他会議の注目点

・人道性、禁止条約への動きはどこまで高まるか

・中東問題や北朝鮮など地域の問題がどう動くか

p.s. 夜はひろちゃんとあゆみんがご飯をつくってくれました！！！ご飯を囲んで今日の
会議について、夜までお話してました(笑)

Go back to top

No.1 Sunday, 26 April

26日はデモに参加してきた。

8000人規模とかなり大きなものだったそうだ。

より多くの人に少しでも核兵器の問題について考えてもらおうとどの参加者も派手な格
好をしたり歌ったりと工夫をしていた。その雰囲気を私は楽しんだ。

楽しんだ勢いで行進の先頭を見てみたくて走った。先頭を率いる被爆者の三人方の表情
はパレード全体の雰囲気とは違って険しかった。一人の女性はゴール間近で顔をくしゃ
くしゃにして少し泣かれているようだった。

パレードの雰囲気と被爆者の方の表情の違いに今でもどうそれをとらえたらいいのかわ
からないでいる。私の気持ちが浮わついていたのを反省すべきなのか、ただ被爆者の方
は疲れていただけなのか。聞けるタイミングがあるといいです。
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No.0 Thursday, 23 April

長崎を出発し、現在中継地点の韓国にいます！

昨日は不安と不安と不安とでてんやわんやそわそわしていました

英語わかるかな、準備間に合うかな、メンバーとうまくやれるかな、まだまだ調べたり
ないこといっぱいある！そもそも自分がここでやりたいことってなんだっけ!!!

準備を何ヵ月もかけてしてきた分、いざスタートが目の前に来ると不安が大きいです。
移動時間が長いのでもう一度じっくり自分と向き合ってから、NYでの日々を迎えたいと
思います。

Go back to top

このページのトップへ



1/13

核兵器廃絶長崎連絡協議会(PCU-NC)
recna.nagasaki-u.ac.jp/recna/nagasaki-youth/third_activities/youth-blog-2015/chisa-blog-2015

Chisa’s Blog 【Chisa’s NPT blog in 2015】

No.10 

この投稿が私のブログの締めくくりです。

これまで私のブログを読み、応援してくださった全ての皆さんに、心から感謝申し上げ
ます。本当にありがとうございました。「いいね！」やコメントの一つずつに、いつも
元気を頂いていました！

ユースとして活動した二年間を通し、本当に色んなものを得ることが出来ましたが、中
でも一番の収穫は、やはり人とのつながりであり、そのつながりを実感した時に感じら
れた、たくさんの喜びだと思います。

この2年間、政府代表から同世代の若者まで、本当に多くの人々と知り合うことが出来ま
した。肩書きも専門も年齢も、さまざまであった分、核問題に対する意見も取り組み方
も本当に多様で、自分に無かった新たな視点に驚かされ、大きな刺激を受けました。

これらの出会いの中で、自分の意見を伝えることにも、とても大きな意義を見出せまし
た。個人レベルの意見交換も勿論ですが、とりわけ、自分の思いをスピーチにして現地
NYで発信したことは、何事にも代え難い経験になりました。「本当に伝えたいことは何
か」「どんな言葉を選べば聴き手にしっかり伝わるか」・・・二回とも、とにかく悩み
苦しんで生み出したスピーチでしたが、スピーチを終えた後、多くの方の笑顔に囲まれ
「心のこもったスピーチを本当にありがとう。一緒に頑張ろうね」と声をかけていただ
いた時は、夢のようでした。何の肩書きもないただの大学生であっても、心を開き、精
一杯の発信をすれば、政府代表であれ現地 New Yorkerであれ、ちゃんと受け取ってもら
えること、そして、このようにリスペクト(相手の存在を尊重し、しっかりと向き合うこ
と)を持って相手に接することが「平和の種」となるかけがえのない出会いを生むのだと
実感しました。人前で話すのが得意でなく、伝えたい気持ちはあるものの、どうしよ
う・・・とウジウジ悩んでいた昔の私が今の私を見たら、きっとすごくびっくりするこ
とでしょう。笑

2年目の今回はさらに、去年植えた「平和の種」がしっかりと育っていることを感じられ
た喜びもありました。国連でのプレゼンに来てもらった6人のゲストスピーカーは全員、
去年知り合って連絡を取り続けていた友人、あるいはそのつながりで紹介してもらった
友人の友人でした。そして私達も、お返しに、彼らのプロジェクトに協力しました。去
年彼らに出会った時は、一年後、このように具体的に協力し合える日が来るとは想像も
していませんでした。

また、先日のブログでお伝えしたように、マウントサイナイ医科大学のロバート柳澤先
生と一年ぶりにお会いでき、さらに、ブログでは触れていませんでしたが、実は去年ロ
バート柳澤先生に繋いでいただいた9/11 tribute centerの館長さんにも再会することが出
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来ました。なんと、ご自宅に招いていただき、じっくりたくさんのお話をしていただき
ました。ここで全てをお伝えすることは出来ませんが、心と心の通い合った、本当に素
晴らしい時間を過ごすことが出来ました。

一つ一つの出会いや経験は、それぞれが単独で存在する小さな「点」のように感じられ
ます。しかし、それらはお互いに繋がって綺麗な線に出来るし、その点自体をどんどん
大きくしていくこともできるのだと、この二年間を通して感じました。

これまでブログを読んでくださった皆さんのほとんどは直接お会いしたことの無い方で
すが、これも大事な出会いの一つです。私のブログはここで終わりますが、これからも
なんらかの形でこのご縁を大切に育てていきたいです。

私のユースとしての活動は、終わりましたが、ここからが、またはじまり。これからこ
の経験や出会いが、どんな点と結びついていくかはまだ分からないけれど、その過程を
楽しみながら、一歩一歩大切に進んでいきます。

これまで本当にありがとうございました。

ゲストスピーカーの1人と打ち合わせを兼ねてディ
ナー^ ^

デモで知り合った歴史の先生との
一枚
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No.9 Thursday, 7 May

ついに今日は、NGOルーム発表の日。そして同時に、私のユースとしての活動最終日で
もあります。

まず、プレゼン内容についてもう少し詳しくお話しします。以前のブログでも簡単にお
伝えしましたが、私のグループのテーマは「核問題に対する若者の意識」です。私達は
これまで、長崎という日本で最も平和・核問題に熱心な場所の中ですら、同世代のこの
問題への関心はかなり低いと感じることが度々ありました。そこで、グループ1の秀君＆
河野君グループと一緒に長崎大学の学生を対象にアンケート調査を行い、その回答か
ら、多くの若者がこの問題に関心を持てず、行動を起こせない理由を見出すことにしま
した。



3/13

また、それと並行して、これまで知り合った核問題に熱心に取り組む海外の若者達に連
絡を取り、ゲストスピーカーとしてイベントに来てもらえるよう交渉していました。日
本の私達よりもずっと核や被爆の問題に馴染みの薄いはずの彼らが、一体どうしてこん
なに熱心に取り組みはじめたのか。それぞれのきっかけや思いを共有してもらうこと
で、周りの若者を取り込んでいくためのカギを見つけられるのではないかと考えたから
です。そしてこれは、三期生の自己紹介（https://www.recna.nagasaki-
u.ac.jp/…/nagasaki-y…/member_third)でも書いたとおり、私が今回のユースの活動を通
して一番達成したかったことでした。去年の活動からずっと考えていたことだったの
で、まさしくこれは私の2年間の集大成のイベントでした。

ここで結果を書いてしまうと、報告会に来ていただけなくなるので（笑）敢えて詳しく
はお伝えしませんが、私達がアンケート分析を通して見出した”若者が関心を持てない原
因の仮説”（＝逆に言えば、ここを改善すれば若者を巻き込んでいけるというポイント）
と、6人のゲストスピーカーの話から見えてきた共通のカギは、一致していました。この
イベントは、周りを巻きこみ行動を起こしていくための着実な一歩になったと思いま
す。全てを終えた今、達成感を噛み締めています。やって良かった。

最後に、総合責任者として、決して表には出ない大量の仕事をこなしながら、グループ
ワークも絶対に手を抜かず、イベントをここまでまとめ上げて下さった荒倉さんに、心
から感謝です。みんな、本当にお疲れ様でした！

右から6人が私達のグループのゲストスピーカー
のみなさん。
左端の男性は全体の講評をいただいた被爆者の平
田さんです。みなさんありがとうございました！
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No.8 Wednesday, 6 May

とうとう明日はユースのサイドイベントの日ですが…

正直「やばい…」の一言です。朝9時には国連に出向き、サイドイベント参加や本会議傍
聴をこなして帰宅すると、もうすでに夜。それから毎日ほぼ徹夜で準備をしています
が、しなくてはならないことが多過ぎて、終わる目処が立ちません。それぞれブログも
溜まってきました…（更新が遅れてすみませんでした…泣）疲労と食欲は比例するの
か、ついには朝4時からNYチーズケーキを半分寝ながら貪ってしまいました…(-｡-;）笑
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今日は自分達のサイドイベントを宣伝出来る最後の日だったので、中村先生のアドバイ
スを元に、ある”奇策”に出ました！これまで日本で作っておいたビラを色んなサイドイベ
ントのテーブルに置いておくなどしてきましたが、それだけでは各国政府代表には届き
にくい。というわけで・・・本会議に乗り込みました！！笑

まず、私を含む有志の宣伝隊は、Main committee 1：核軍縮についての議論が行われて
いる会議場の2階傍聴席に待機。それぞれイヤホンを片耳に入れて「それでは本日の会議
はここまで」と議長が言うのをじっと待っていました。いざその言葉を聞くと、みんな
ビラを手に階段を駆け下り、会議場から出ようとしている各国代表に片っ端から声をか
けて、ビラを渡しながら説明をしていきました。

私はというと…この会議の議長であるエンリケ・ロマン・モレイ大使がまだ議長席にい
らっしゃるのを見つけ、真っ直ぐにそちらへ！モレイ大使は去年の第三回準備委員会の
トップを務めた方です。実は私は、大使が議長就任直前に来崎された際にユース二期生
としてお会いしていました。また前回、あるレセプションでスピーチをした際、同じ会
にモレイ大使も出席されていて、わざわざスピーチの感想を伝えに来てくださったこと
もあったので、もしかして覚えてくださっていないかな…とドキドキしながら大使の元
に走りました。「お久しぶりです、覚えていらっしゃらないかもしれませんが、私はあ
なたに何度かお会いしたことのある長崎の大学生で…」そう声をかけると「久しぶりだ
ね！忘れてるわけないだろう。今年も頑張ってるね。出来るだけ時間を作れるよう努力
するし、もし少しでも時間が出来たら、サンドイッチを引っつかんででも君達のイベン
トに行くよ！」

ほんの数分の会話でしたが、本当に嬉しかったです。非常にお忙しい方なので、実際に
来ていただくのは難しいかもしれないけれど、大使のお言葉で、本番まで頑張りきろう
とあらためて思えました。決戦は、木曜日！笑

Go back to top

No.7 Tuesday, 5 May
 

今日は、NPTに来ているドイツ人大学生30人とディスカッションでした。この企画は去
年に引き続き2回目です。このディスカッション会がユースの伝統企画になっていけばい
いなと思います。
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今回のテーマは「原発と再生可能エネルギーについて」。担当のユースメンバーは日本
にいる時からあちらと連絡を取り合ってテーマを議論したり、専門の先生を招いて、み
んなの知識を深める事前学習会を開いてくれたりと、一生懸命準備を進めてくれていま
した。そんな彼らのプレゼンはすごかったです！

「再生可能エネルギー固定価格買取制度」「高速増殖炉もんじゅ」など日本語でも説明
の難しい、国のエネルギー政策や現状を、図やグラフを交えながらしっかり伝えていま
した。そのおかげで、その後の小グループに分かれたディスカッションも、要点を絞っ
てスムーズに進めることが出来たと思います。

私のグループメンバーの専門分野は医学、環境科学、国際政治学、工学などとても多様
でした。だからこそ、原発に対する視点も多様で、それぞれの専門分野からの質問や意
見が出ました。あるメンバーから「自分が学んできたことに限って原子力を見ると、頼
らずに生きていく道はあるし、そうすべきとはっきり言える。でも、医学の面から見る
と、放射線は僕たちの生活になくてはならないものなんでしょ？だから君は一概に”NO
原子力”とは言えないよね？」と質問されました。私は「そうなの、レントゲンは放射線
を使わなければ撮れないし…（あ、そういえば、この間授業で心臓の血液の流れを見る
時にも放射線分野を使うって習ったな。でも心臓核医学って英語でなんて説明すればい
いかわからん…）」と、色々悩んだ結果、結局誰でも知っているありきたりなことしか
言えませんでした。何かについて議論する時には、メリットとデメリット両方を出し尽
くした上で結論を出さないといけないのに、メリット面をしっかり話すことが出来なく
て残念でした。去年は原発についてあんまり語れなかったもどかしさ があったので、今
回はそれなりに勉強して行ったつもりだったのですが…まだまだ学ぶことはたくさんあ
りそうです(^_^;)笑

もうひとつとても印象的だったことがあります。「ドイツの反原発運動は誰がはじめた
の？」と質問した時のこと。「大学生が始めたんだよ！チェルノブイリの事故で汚染さ
れたミルクを多くの子どもが知らずに飲んで内部被爆してしまった。それを受けて『今
後また同じようなことが起きた時、犠牲になるのは自分の子どもだ』とみんな思って声
を上げ始めたんだ」と言われ、驚きました。カナダが非核化したのも、そのきっかけは
大学生だったという事実があります。何かが大きく変わる時、その鍵になるのは若者の
ようです。それなら、私達ナガサキユースも…！
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No.6 Monday, 4 May

2週目に入りました。1週目で大方の発表は終えたので、残るは明日のドイツディスカッ
ションと5/7（木）のNGOルームのプレゼンのみ！今日から担当者はそれぞれ一極集中で
準備を進めます。NPTの会議では、本会議と同時並行して国連内で様々な催しが開かれ
ています。（これまでのブログでも出てきた”サイドイベント”のこと）主催はNGOだっ
たり、あるいはどこかの国の政府だったりもしますが、なんと今回は、ユースも3時間の
セッションを主催することになっているんです…！

内容は大きく3つのパートで構成されています。

1.【秀君＋河野君＋松本君（頼もしいレクナサポーター①：ビデオ出演）】

アンケート調査による日本の”平和教育”の現状分析と、若者による新たな平和教育の在り
方の提案

2.【川崎さん＋中原さん＋豊田くん（頼もしいレクサポ②：日本から応援）】

日本を取り巻く安全保障環境の現状と、若者からの打開策提案

3.【荒倉さん＋西田＋Lynn（頼もしいサポーター③：いっしょに発表）】

若者の意識〜若者が核問題に関心を持つ/持てない理由〜（アンケート調査＋海外ゲスト
スピーカー）

そして、これら全体のコーディネートを荒倉さんが担当します。

実はこのNGOルーム、まずやるかやらないかで大きな議論になりました。私達の声を届
けるには絶好の機会だけど、プレゼン経験の乏しい私達にはあまりに壮大すぎる話で
は？それぞれが他の発表も抱えている中でちゃんとやり遂げられるのか？と何度も話し
合いました。そして、すると決めてからは、とにかく大忙しでした。夜中まで話し合い
が続くこともしばしばで、それだけでもみんな本当に疲れたと思います。それでも、上
に名前のある3人のレクナサポーターをはじめ、忙しい中でアンケート調査や集計まで一
緒にやってくれた川﨑有希ちゃん、機材の準備を全て請け負ってくれた佐々木君や一期
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生の江島さん、プレゼンを見るために遅くまで残ってくださった先生方やレクナ事務の
みなさん,など、たくさんの方に支えていただいたことに心から感謝しています。この思
いを胸に、なんとかやり遂げたいと思います。

まだまだするべきことは山積みですが、ロジックはしっかりしているし、気持ちも充
分！後は残りの日数どれだけ頑張り切れるかです。眠れない1週間が始まります！

Go back to top

No.5 Friday, 1 May
 

午前中はBANgの主催のイベントがありました。BANgとは、Ban-All-Nukes generation
の略で、核兵器廃絶を目指す世界中の若者の団体です。ナガサキユースは一期生の時か
らBANgと深く繋がっていて、お互いのイベントにゲストスピーカーとして出たり、各国
政府の代表との非公式面会に一緒に参加したりしています。彼らの知識量は専門家顔負
けで、政府代表に対しても非常に鋭い質問をします。

今日のイベントのテーマは「どうやって若者を核問題に巻き込んでいくか」。ユースか
らは、河野君がゲストスピーカーとしてプレゼンをしました。河野君の考えは「核問題
をそれぞれの若者の趣味や好きなことと結びつけて、考える機会をつくること」。会場
全体が頷きながら聞いていました!参加者の言葉で私が印象的だったのは、”No age is too
young to start learning about nuclear weapons” その通りだと思います。「幼い子どもに
見せるとトラウマになってしまうから」と被爆の実相を子供に伝えなかったり、同じ理
由で広島平和祈念資料館の蝋人形の撤去が検討されたりという話を耳にします。確か
に、私も小さい時は原爆の写真が怖くて号泣した覚えがありますが、怖くてたまらなか
ったからこそ、こんなことが2度と起こってはいけないと小学生ながらに強く感じまし
た。「怖がるから見せない」ではなく、たとえ怖がったとしても、現実としっかり向き
合わせて「じゃあ、こんな怖いことが2度と起こらないように、どうしていくべきか」と
いう話につなげていくことが必要なのではないでしょうか。

イギリス出身のBANgのメンバーは、「イギリスではヒロシマやナガサキについてはおろ
か、自分の国が核兵器を持っていることすら教えられない」と言っていて、とても驚き
ました。軍縮・平和教育というのは本当に重要なトピックだと感じます。

午後はNGOセッションでした。たくさんのNGO団体の中で、IALANA（核に反対する弁
護士団体）からは、なんと90歳のおじいちゃんが発言しました。「核兵器の法的禁止の
実現を求める。私がまだ生きてるうちにね！ははは笑」と冗談めかして言っていたけれ
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ど、実際笑い事ではなく、それを切望していると思います。こんなに年をとってもまだ
勢力的に活動を続ける彼を心から尊敬するとともに、彼や被爆者の方々が亡くなる前に
「自分の努力が報われた」と思えるような進展が欲しい、と思いました。

Go back to top

No.4 Thursday, 30 April

今日の午前中は平和首長会議のイベントに参加しました。ユースからは秀君＆佐々木君
ペアが発表しました。2人の発表は、数日前のヒロシマナガサキアピール集会から、また
一段と良くなっていました！ギリギリまで一生懸命スライドを改良している姿を見てい
たので、その努力が実を結んで本当に良かったと思いました。

また、さらに嬉しいことに、今年はもう一組、私がかつて所属していた広島の地元紙
「中国新聞」のジュニアライターも発表していました。大舞台でしっかり発表する後輩
達をとても頼もしく感じました！♪

(Website: http://www.hiroshimapeacemedia.jp/hiroshima-koku/)

仲間や後輩の発表からたくさんの刺激を受けた私自身も、夜は地球市民集会長崎実行委
員会主催のイベントで、長崎の若者としてスピーチをさせていただきました。

No.0でも少し触れましたが、私は去年、ユースになってはじめて核問題の複雑なしがら
みに直面し、とてもショックを受けました。それ以降どこか「私のようなただの大学生
が声を上げても無意味なのでは…」という思いを拭いきれず、モヤモヤを抱えたまま渡
航しました。しかし、実際に現地に来て、自分達の力を信じて活動を続ける多くの市民
団体の人々や「市民の声が大きくなれば政府も無視できなくなるから、決して諦めない
で」と声をかけて下さったある国の政府の方との出会いを通じ、モヤモヤを吹き飛ばす
ことが出来ました。スピーチでもこの話を共有させていただきました。実際、最近「核
兵器の非人道性」という観点が注目されるようになってきたのも、被爆者をはじめとし
た市民団体の地道な訴えが大きいといいます。

国同士の議論には「核の抑止力」「国家の安全保障」…そんな難しい言葉が山ほど並ん
でいるけれど、そこに「市民の姿」は全く見えません。しかし、実際に核兵器が使われ
た時に犠牲になるのはそこに生きる人々の生活であって、誰かの大切な人や物、場所で
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あって…本当の意味で核兵器について議論をするには、まず核兵器をできる限りミクロ
な話に落とし込まないといけないと思います。そうなると、やっぱり必要になるのは非
人道性の観点で、市民団体の役割は大きいと感じます。

核問題を出来るだけミクロに、個人的な問題にすることは、市民の声を大きくしていく
際にも、とても大事ではないかなと思います。実際、周りの友人のほとんどはこの問題
に関心がありません。確かに、私のように幼い頃からずっと被爆者を身近に感じる環境
にいなければ、原爆は単に歴史の授業で習う昔の出来事で、「平和が大事」「記憶の継
承を」と言われても、ピンとこないと思います。楽しい話ではないし、興味が持てない
のもすごくよく分かります。でも、この問題は決して過去の話ではなく、もし使われた
ら自分の大切なもの全てが奪われてしまうということを、一人一人が感じられたなら、
もっともっと多くの友人と、この問題について一緒に考えていけるのではないかと思い
ます。そのためには、核問題の敷居を下げて、若者が興味を持てるようなアプローチを
していかないといけないと思います。同世代の私が書くこのブログは、敷居下げに少し
は貢献できているのかなあ…？(^_^;)

Go back to top

No.3 Wednesday, 29 April

更新が遅くなり、すみません。29日（水）の振り返りをば・・・^^;

今日の本会議では、ウクライナが発言しました。去年の第三回準備委員会では、ロシア
がクリミア侵攻をして日が浅かったので、その件について会議中に他の国がロシアを非
難し、それにロシアが噛み付いて喧嘩がスタート…議論が進まなくなったことがありま
した。その時私は「確かにひどいけど、NPTとは関係ないのでは？今はちゃんと核兵器
の議論をして…」と思ったのですが、実はこのロシアーウクライナ問題、核兵器とかな
り深く関係していたのです！驚きました。まだまだ知らないことがいっぱいで困惑の毎
日です…。

今回ウクライナの発言でも他の国のものでも、「ロシアの行動はブダペスト覚書に違反
している」というフレーズが何度も出てきました。ブダペスト覚書という言葉、今まで
聞いたことがありませんでしたが、（もしや去年も話されていたけど聞きとれてなかっ
たのか…？(~_~;)）これはどうも、1994年にウクライナとロシア・アメリカ・イギリス
の四カ国で合意された文書のようです。
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ソ連が崩壊したとき、ウクライナには、ソ連時代の大量の核兵器が残されていました。
（短期間ではあったものの、一時は世界3位の核保有数だったとか…。）アメリカなど
は、連邦崩壊の混乱の中で核兵器が使われてしまうのではと不安に思い、ウクライナに
NPTへ入るよう迫りました。NPTに入るには、持っている核兵器をすべて放棄しなくて
はなりません。ウクライナは、要求に応えて核兵器を手放す代償に、ウクライナの安全
保障がしっかり守られることを求め、3カ国がそれに応じたことでNPTに正式加盟しまし
た。

だから、ロシアがクリミアに侵攻したことは、ブダペスト覚書で約束した「ウクライナ
の安全保障の確約」を明らかに違反していると責められているのだけれど、当のロシア
は、素知らぬ顔…この件に全く触れようとしません。あれだけ批判されていてよくこん
な態度を取れるなと、その強硬姿勢にとても驚きます。そして、この国が核廃絶への動
きに立ち向かう大きな障壁になっていることもひしひしと感じます。先日プーチン大統
領がクリミア併合の際に核使用の準備を整えていたことを明らかにしましたが、このよ
うな姿勢を見ていると、いつか本当に使ってしまいそうで…とても怖いです。

午後は、マウントサイナイ医科大学のロバート柳澤先生と一年ぶりの再会を果たしまし
た。詳しくは私の去年のブログにありますが、ロバート先生はアメリカ在住でありなが
ら東日本大震災の被災者支援に尽力されている、笑顔の素敵な先生です。この一週間で
も、また新しく多くの素敵な出会いがありましたが、やっぱりこうして去年からの絆を
実感できるのは、OGならではの特権だなあ…！とほっこりしました＾＾♩

Go back to top

No. 2 Tuesday, 28 April

今日の午前中は本会議の傍聴、午後からは国連を出て、原水協主催のイベント「No
Nukes! 青年交流集会」に行って来ました。開会数時間前にたまたまこのイベントの存在
を知り、同じ目標を持つ同世代との素敵な出会いにワクワクしながら会場に向かいまし
た♪

会場には180人を超える参加者が集まっていて、そのほとんどが日本の若者（20~30代く
らい）でした。26日のデモ行進でも感じていたことですが、あらためて、この被爆70年
の節目を本当に多くの日本人が意味深く捉え、アクションを起こそうとしていると感じ
ました。
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参加者は職種（学校の先生、医療従事者、大学生 etc）も出身（広島・長崎だけでなく、
高知や三重の人も…！）バラバラでしたが、それぞれがシェアしてくださった「この問
題に関心を持って一緒に考える同世代がなかなかいない。友達にこの話をしようとする
と浮いてしまい、悩んでいた」「原爆は決して過去のものではなく、今現在私たちの生
活に大きく関わる問題。核問題を一人一人がいかに自分事として捉えることができるか
が重要だと思う」などの意見は、どれも私がこれまで感じて来た思いや考えと全く同じ
で、心から共感できるものでした。参加出来てよかった！

その一方でわざわざNYまで来ないと出会えなかったというのは、かなりの遠回りで、も
ったいないなとも思いました。もっともっと日本国内で、この問題に取り組む団体同士
の出会いの場、あるいはそれぞれが他の団体の活動情報を簡単に得られるような統合サ
イトなどがあれば、「日本の市民の声」として一つにまとまって、より強いメッセージ
が発信できるのになあ・・・と感じました。

＜おまけ＞

イベント会場の帰りに通りかかったタイムズスクエアで、巨大スクリーンにユースメン
バーがバッチリ映り込んでいました（笑）さまざまな誘惑になんとか打ち勝ち、おとな
しく帰りました^^（笑）
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No.1 Monday, 27 April

ついに2015年NPT再検討会議の幕開けです。初日の今日は、朝からたくさんの国や組織
が順番にスピーチを行いました。その中でも印象的だったものについて、いくつか振り
返ろうと思います。

①マーシャル諸島

渡航前から注目して追っていこうと決めていた国の一つです。マーシャル諸島は昨年4月
の第三回準備委員会の開会直前に、5つのNPT加盟核兵器国とインド、パキスタン、イス
ラエル、北朝鮮の計9カ国が核兵器を保有していることは、NPTや国際法に違反するとし
て、国際司法裁判所に提訴しました。さらに、準備委員会の本会議でも、被曝経験国と
して気迫のこもった力強いスピーチを行い、拍手喝采を浴びました。去年私はそのスピ
ーチに感動したので、帰国してからマーシャル諸島の被爆について少し調べてみまし
た。
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調べて分かってきたのは、マーシャル諸島の強い覚悟と勇気でした。

マーシャル諸島は過去67回にも及ぶ米国の核実験の影響に現在も苦しみながらも、同時
に米国の経済支援に大きく依存しています。驚くべきことに、国の予算の6割を米国から
の経済援助が占めています。こんな状態では、普通、何が何でも米国と良好な関係を死
守しようと考えると思うのですが…マーシャル諸島は、経済支援を切られる可能性も承
知の上で、米国に”謀反”を起こしたのです。日本が二の足を踏んでいる、核の非人道性に
ついての議論にも積極的に参加しています。

「核の恐ろしさを知っていれば、当然の行動ではないか。核軍縮が遅々として進まない
中で、声を上げない理由はない。核被害国としての責務を我々は全うする。我々はアメ
リカの長年の友人として、もっと真剣に取り組むべきだと助言したのだ」

デブルム外相のこの言葉に胸を打たれると同時に、これが日本政府の言葉であれば…と
口惜しくも感じました。日本は被爆国としての立場を強調しつつも「日本を取り巻く緊
迫した国際情勢から国を守るため」と米国の核の傘に依存し、明確な言動を避けていま
す。でも、マーシャル諸島のように経済的な安定を保つことも、国を守る大きな要因で
す。被爆国として本当に心の底から核の無い世界を望むなら、マーシャル諸島のように
安定を捨てる覚悟で臨むことが必要なのではないかと思いました。言うは易し、でしょ
うか・・・？

②IAEA＆岸田文夫外務大臣

今日は二人の日本人が壇上に上がりました。お一人はIAEAを代表して天野之弥事務局
長、もうお一方は日本政府を代表して、岸田文夫外務大臣でした。

IAEAが原子力の平和利用を推進するための機関であるということはもちろん分かってい
るし、実際にレントゲンなど、私も日常生活でかなりお世話になっていることもわかっ
ています。しかし、天野事務局長が原子力の有用性と安全性の強化を強調し、岸田大臣
が「福島第一原発事故の教訓を踏まえ、国際的な原子力安全の強化に貢献していく考え
です」とおっしゃったのを聞き、天野事務局長は日本人としてではなくIAEAの立場から
話しているとはいえ、なんだか「日本は福島の事故を受けて、原子力から離れるのでは
なく、よりセキュリティーを高めて密着していくのだ」と世界に暗示してしまったよう
に感じてしまいました。
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No.0 Friday, 24 April

無事NYに着きました！

去年、二期生としてこの日を迎えた時は、不安と緊張でいっぱいいっぱいだった覚えが
ありますが、今回は心に余裕を持って渡航することが出来ました。それは、2回目の慣れ
ももちろんあるでしょうが、自分の活動に自信と意義を見出せたことが大きいと思いま
す。

恐れ多くも、去年は帰国してからたくさんの講演依頼をいただきました。中でも印象的
だったのは、修学旅行で長崎に来た中学生への講演でした。核軍縮や核不拡散など、難
しい言葉をたくさん使った講演でしたが、どの子も真剣に聞いてくれ、講演後、矢継ぎ
早に質問をされたことは一番嬉しい驚きでした。引率の先生から「あんなに質問が出る
とは意外だった。歳が近いあなたの言葉だからこそ、中学生にもここまで響いたんだと
思う」と言われました。それまで私は、この分野に関しては自分が最後尾で、被爆者の
方々をはじめとした「先輩方」を追いかけ、ひたすら教えていただく立場だと思ってい
たけれど、この講演を機に、自分はすでに追いかけられる立場、伝える立場にもあるの
だと意識するようになりました。

今回は、去年までよりも多くの方々が私達のブログを読み、応援してくださっているこ
とを感じています。また、講演後に「ブログ、読みます」と言ってくれた子達のことも
頭に浮かびます。

核問題を学べば学ぶほど、そこに深く根付く国益や多国間関係の複雑なしがらみに直面
し、自分の無力さを感じていましたが、このブログを通して自分の等身大の言葉を発信
していくことに、大きな意義を感じています。二週間の長丁場になりますが、どうぞよ
ろしくお願いします！(^_^)

Go back to top
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No.10 Thursday, 7 May

今日はとうとうNGOルームでの発表です！

みんな本当に長い時間をかけてそれぞれが準備していました。

発表者は前日の夜まで発表をより良いものにしようとずっと話し合っていました。

みんなが何ヶ月も前から話し合って準備して来ていたのを見ていたので、聞くのを楽し
みにしていました！

3つのテーマそれぞれが素晴らしい発表で、大人数が協力して準備して、発表するとこん
なにスゴイことが出来るんだと、ユースの仲間たちには尊敬しっぱなしです(笑)

そして、夜には日本でもニューヨークでもお世話になりっぱなしのPIKADON PROJECT
のみんなとお別れ飲みでおごってもらいました。

僕は去年の終わりから本当にお世話されまくりで、やりたいことをさせてもらいまし
た。

ユースになってから出会った多くの人に本当に感謝の思いでいっぱいです。

これからもお世話になると思うのでよろしくお願いします！

Go back to top

No.9 Wednesday, 6 May

昨日に続いて今日も原発の話です。

今日はRECNAセンター長の鈴木達治郎先生の話を聞きました。

六ヶ所村の再処理工場とMOX工場の話を中心に聞きました。

なんとなく知ってるようで、知らないことばかりでした。

やっぱりどんな問題もだと思うけど、核問題は政治的な視点だけでなく科学的な視点の
両方の視点が重要だと改めて思いました。

そして、六ヶ所村の問題は技術的な問題、科学の発展の歴史、研究に対するプライドや
省庁の利害関係、予算の問題など多くの問題が絡んでいるて難しいなと感じました。

そんなの夢物語でお金の無駄だと思うこともあるけど、夢を見た科学者が科学を発展さ
せてきたという事実もあるし・・。
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僕は政治的なことはあまり分からないけど、科学で言えば今までは科学の発展が人類の
為になってきたけど、これからは必ずしも科学の発展が人類に良いことをもたらすわけ
ではないのかなと感じます。

これからは科学技術との付き合い方を真剣に考えるて成熟させる必要がある思う。

そして、核問題はその内の一つの大きな問題として多くのものが詰め込まれているなと
感じます。

Go back to top

No.8 Tuesday, 5 May

今日は朝からMCⅢ（平和利用）とお昼からはドイツ人学生との原発についてのディスカ
ッションでした。

原発だらけの1日です（笑）

まず朝のMCⅢについてですが、一番印象に残ってるのはイランのステートメントです。

とにかく長い（笑）

基本的にはどこの国も原子力の平和利用はNPTが保証している権利で、同時に不拡散と
の両立をしなければいけないという感じでした。

（まあ、それ以外には言いようがない気がしますが、、）

そして、福島の事故は改めて多くの国が原子力の平和利用を推進していく中で起きた事
故だったのだと再認識した気がします。

それだけ人類にとってエネルギー問題は重要なのが表れていると思いました。

午後からはドイツの学生とのディスカッションでした。

ドイツは2022年に原発0になる予定です。その通りにドイツ人学生のほとんどは原発反
対の立場でした。

ドイツでは福島の事故がキッカケで議論が起こり、一度頓挫した脱原発への歩みを再び
歩き始めました。

同時に多くの問題があることもドイツの学生から学びました。

しかし、「そんなのはしがらみが多くて難しくて当たり前だし、分かっていることだ。
だからこそ僕たちの気持ち、意思表示が政府を後押しして進めていく必要があるん
だ。」と言われて、日本がなかなか脱原発に進めない理由がなんとなく分かった気がし
ます。

日本では福島後に一気に脱原発に進んだけど、色々と曖昧なもので萎んでいった気がし
ます。
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これは僕だけかもしれませんが、「政府が、、」「電力が、、」「地球温暖化が、、」
と、意見があるようで事実しか言ってないことが多いので、色んな人から聞きながら話
しながらしっかり自分の意見を持てるようにしたいと思います。

せっかく工学を勉強しているので、どちらの意見にしても根拠やベースがしっかりした
意見を持てるようにしなければいけないなと思いました。

日本とドイツは似ているとよく言われます。確かに一緒にいてなんとなく似ている所を
感じるし、第二次世界大戦の後の歴史もどこか似ている気がします。

だけどいくつかの国の大きな意思決定がここまで日本と反対になるのはなんでだろうな
と、僕の中ではリーマン予想並の謎です。

工学部ネタぶっ込みました（笑）

まあとにかく勉強したいことがたくさんありすぎます。

P.S.

ユースの女の子たちがご飯を作ってくれています！

美味しすぎてすぐ食べてしまうので、写真はありません（笑）

いつもありがとうございます。
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No.7 Monday, 4 May
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今日は会議の傍聴の後に一週間分のみんなの共有ができました。

先週は僕はあまり会議の傍聴ができていなかったので、みんなの意見を聞けて整理がで
きたので良かったです。

みんなそれぞれ違う場所に行っていたし、それぞれ違うことをしていたので色んな経験
をシェアできました。

その中でもやっぱり各国の外交官の方に直接色々と聞けるのは楽しいです。

今回は僕は２ヶ国しか行けなかったので、他のメンバーからシェアしてもらいました。

今回はメキシコ、イラン、オーストリア、フィリピン、日本と非核兵器国で積極的に動
いている国が多かったので、もう少し色んな国から聞けたら良かったです。

今回話ができた国はそれぞれ少しずつ違う立場、アプローチを取っているので違いが分
かり易くて面白かったです。

そして、けいこ先生のプレゼンが今日はありました！

佐野大使や各国政府の外交官の中で輝いていました！

改めてすごい先生から学ぶ環境があって感謝です。

そして、これからもよろしくお願いします（笑）

P.S.

夜はブロードウェイでシカゴを見てきました！

あまりのセクシーさに男性陣には鼻血ものでした（笑）

あと、前日にお肉を食べに行きました！

江島さんありがとうございました！
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No.6 Friday, 1 May

今日は花の金曜日です。（はい、予想通りドンちゃん騒ぎです^^）

まずは、まじめな話から。

今日の最初は、はやと君のプレゼンでした。

周りの人みんなはやと君のプレゼンを絶賛してました！

前日のスピーチから続いてみんなスゴすぎる！

そして、お昼からはNGOプレゼンテーションでした。

なんとステージにはたくさんの日本人がいました。

世界の川崎哲を始め、田上市長、松井市長、朝長先生、被爆者の方など被爆国日本の市
民団体の存在感を感じると共に、政府もこの位存在感を出してほしいし、出せる可能性
があるはずだからもったいないなと思ってしまいます。

夜にはプロジェクションマッピングをしました。

これは4月の始めに長崎・広島でアートワークショップを行いました。

日本からは長崎・広島・福島などから15名、アメリカから6名でそれぞれがアート作品を
作りました。

そして今回はその映像とみんなの作品をNYで流しました！

アメリカ人学生の何名かも参加して同窓会もしました。

P.S.

そして夜はもちろん・・・。

何人かは眠らない街NYの夜へと繰り出しましたとさ。
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おしまい。
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No.5 Thursday, 30 April
 

今日はユースの活動が盛りだくさんの日です！

まず今日は例の平和首長会議のプレゼンの日です。

前回のトラウマ “ Nagasaki weapon abolition” があるのでとても緊張しました。まあ、結
果としてはそこそこ噛みました（笑）

そして終わる前に、オーストリアの政府との話し合いが決まったのでホッとする間もな
く外交官の人に会いに行きました。

オーストリアとの話はけっこう面白かったです。

基本的には「非人道性」が話の中心でした。

オーストリアは今までに共同声明とプレッジの二つを出しています。

共同声明は過去に5回出されていて、現在では160ヶ国ぐらいが賛同しています。

プレッジは12月に行われた非人道性に関する会議で出されて現在80ヶ国ぐらいが賛同し
ています。

内容はプレッジの方が要求が高いので、プレッジは共同声明の次の一歩だと思っていた
のですが、僕の考えは浅かったようです（笑）
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オーストリア政府としては、プレッジを通して非人道性の議論を活発にして広める狙い
があるようです。

でも、非人道性の議論を活発にするためなら共同声明では不十分なのかなと疑問が残り
ました。

プレッジの方が内容は強いので、核兵器国や傘の国は無視しようとするはずだからどう
するのかなと思いました。

オーストリアは結構苦労しているのかなと個人的には思いました。

もうちょっと詳しくオーストリア政府の方に聞いてみようと思います。

そして平和首長会議の終わった会場に戻ると、市長が頑張ったご褒美をくれました
（笑）

市長ありがとうございます！

そして夜は地球市民集会へ参加しました。

もうこれはちさちゃんとともえちゃんのスピーチしかないです！

僕の言葉では伝えられないので、実際の映像がアップしてあるのでそれを見てくださ
い！

ハンカチ必須です！

P.S.夜は調先生のポケットマネーが炸裂して居酒屋に行きました！

そして、男子のお決まりトークも炸裂してました（笑）
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No.4 Wednesday, 29 April

今日も１日会議の傍聴でした。

その中でも一番面白かったのは、イラン政府の外交官との面談。

今回の僕のNPTでの注目は中東なのですが、まさかイランの方と会ってお話しできると
は思いませんでした！

なので今日はひとことふたことでは済みません（笑）

イランは前のブログでも書いたようにとっても話題の国で、ほとんどの国がステートメ
ントで基本的な枠組みの合意について言及しています。

話した内容を書くと終わらないので話したポイントと思ったことを書こうと思います。

まず話した内容としては、

・イランにおける法と宗教に対する姿勢とそれが核兵器（特に人道性）にどのように影
響するか

・イラン＋P5の基本的な枠組みの合意について

・中東大量破壊・非核兵器地帯の交渉について

ということについて大まかに話しました。

ここでは、中東大量破壊・非核兵器地帯について書こうと思います。

僕のイランの印象は核開発疑惑とイラン・イラク戦争のイメージが強いです。

しかし、実際にはイランは最初に中東大量破壊・非核兵器地帯のアイディアを提案した
国の一つでもあります。

そのため、中東大量破壊・非核兵器地帯には思い入れが感じられました。

このように一つの国でいくつかの顔・表情があるので、その国の立場を的確に捉えるの
は難しいなと感じました。

そして、交渉が進まないことに対しての静かな怒りとどこか諦めのようなもの、そして
それによる不信感を感じました。

やはり非核兵器国の核兵器国への不満は強いのだと改めて感じる場でした。

まだ核兵器国の政府の人とは会ったことが無いので、これに対してどのように思ってい
るのかや、反対に核兵器国の不満は何なのか改めて聞いてみたいと思いました。

そして中東大量破壊・非核兵器地帯はどのようにこれから進んでいくのか全く予想がつ
きません。
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もっと他の中東の国、そしてフィンランドに話を聞いてみようと思います。

色々思ったことはあるんですが、中東の問題はいろんな根源的な問題が表れている気が
して面白いなと思いました。

P.S.真剣な会議の後はみんなではしゃいでます（笑）
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No.3 Tuesday, 28 April

今日は初めてしっかりと会議を傍聴しました。

基本的にはどの国も準備してあるステートメントを読むだけなので、会議は坦々と進ん
でいきます。

なので今週1週間は主要ないくつかの国のステートメントを読んで立場を理解して、金曜
日から軍縮・不拡散・平和利用と分かれて具体的な話し合いになるのでついていけるよ
うに勉強しようと思います。

お昼に「核兵器による影響と禁止条約」的な感じのサイドイベントに行きました。ここ
では核兵器が使われた時にどのような状況になるかのシミュレーションなどの発表があ
りました。

そして、その発表の最後は「信じてください、私は医者ですから」とウケをとって終わ
りました(笑)
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この時に「信じてください、私は科学者ですから」と言ったらどうなるのかな？と思っ
てしまいました。

福島の事故の後、本当は科学者の放射線への知識が必要でした。でも原発の事故で信頼
を失ってました。

皮肉にも信頼を失うと同時に、必要とされました。

しかし、信頼がないものが何を言っても助けになりません。

その時から状況は変わったのでしょうか？

長い時間をかけて、やらなければいけないことがたくさんあると思います。

科学と政治は別物だと言われることがあります。政治は信用できないと言われることが
あります。

科学は信用されているのでしょうか？

もう信頼は失われているのでしょうか？

そしてもしそうだとすれば、これは日本の将来にとって良いことなのでしょうか？

なぜか最後の一文に変なことを考えた工学部の学生でした(笑)

P.S. ニューヨークには癒しの動物たちがたくさんいます(^ ^)
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No. 2 Monday, 27 April

いよいよ今日からNPTが始まりました！

僕が今回気になってるのは中東大量破壊・非核兵器地帯についてです。

これまでの合意文書には必ず書かれているけど、ずっと進んでない問題です。

今回はNPTの直前にイランの問題が基本的な枠組みに合意したので、それがどのように
影響するのか注目していきたいです。

そして今日はヒロシマ・ナガサキアピール集会でのプレゼンがありました。

なので本会議にはほとんど参加できませんでした。

プレゼンは、はい、緊張しました。噛みっ噛みでした。

“Nuclear weapon abolition” を “Nagasaki weapon abolition”と言ってました（笑）

次は、平和首長会議でプレゼンをするのでしっかり練習します。

発表直前で忙しいにも関わらず原稿を手伝ってくれたり、応援の声をかけてくれたり、
実際に見に来てくれたユース、レクサポのメンバーには感謝しかないです。

Go back to top

No.1 Sunday, 26 April

今日はデモが行われました！

僕が印象的だったのはデモの先頭にいた３名の被爆者の方でした。

長崎・広島では被爆者が先頭に立つのを何度も見てきたけど、このような大きなデモで
も変わらずに先頭に立っているのを見ると改めて影響力の大きさを見た気がしました。

それと同時に、１０年後、２０年後、あるいはその後のデモで先頭を歩いているのは誰
なのだろう？と考えました。

今、先頭に立っている被爆者がいなくなるのはそう遠いことではありません。
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その時に先頭に立って「ノーモアヒロシマ、ノーモアナガサキ」と言っているのは誰な
のだろうか？そして、それは日本人なのだろうか？と全く想像ができませんでした。

たぶんここで「それが私たち若者だ」と言わないといけないと思うんですが、どこか言
えない自分がいます。

P.S.

日本で集めた色んな人の平和に対する思いがPDPのハトとなって見事に羽ばたきまし
た！服にみんなの思いを刻まれているメンバーもいます！

Go back to top

No.0 Saturday, 25 April

なんとかニューヨークに今つきました。

なんと5人しか引っかからない保安検査に見事に引っかかりました！動きが怪しかったの
かな？それとも顔？？

１１月から今回のために色々と準備してきましたが、やっぱり準備万端とはいきません
でした。

ユースのプレゼンを初日にしなければいけないのですが、実はまだ原稿ができていませ
ん・・・。

去年の１２月に「核兵器の人道性に関する会議」に参加したのですが、その時は色んな
ことが初めてで知識も英語力も全然足りなくて、パッパラパーの状態でした。
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今回はその時よりも準備をしたしある程度は知識も英語力も？ついていると思うので、
これからは現地でしか経験できないことを良いものにできるように、心にちょっとの余
裕を持ちながらチャレンジしていきたいと思います。

そのためにもとにかくプレゼンの原稿を仕上げて練習しなければ・・・

P.S. 広瀬先生と同じ飛行機だったので写真上げときます。

ちなみに広瀬先生はちょっと広めの席に座ってました（笑）
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核兵器廃絶長崎連絡協議会(PCU-NC)
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Jo’s Blog  【Time in NY】
 

No.11 Friday, 8 May

今日は私の国連最終日です。と同時にRECNA主催のサイドイベントがおこなわれる日で
もありました。主題は「北東アジア非核兵器地帯」の提案でした。元米国政府高官で核
兵器戦略の専門家であるハルペリン氏、モンゴルの非核兵器地帯的地位を立案・確立に
貢献したエンクサイハン元国連全権大使という２人の大物ゲストを招いての開催でし
た。余談ですが、ハルペリン氏はこのイベントのためだけに国連パスを取得したらしい
です(笑)。「日本、韓国、北朝鮮の非核兵器地帯候補に米国、ロシア、中国の核兵器保有
国３カ国を加えた６カ国での協議の再開が北東アジア非核兵器地帯の実現につながる」
と梅林先生がおっしゃっていました。この他、停戦中の朝鮮戦争の終結、日本、韓国、
北朝鮮の３カ国に核兵器を使用しないという宣言の要請など、７つの具体的な提案がさ
れていました。ニューヨークにきてこれだけ具体的なステップを含んだ発言を聴いたの
は正直これが初めてでした(笑)。ハルペリン氏は、「北朝鮮が核攻撃受けないということ
が保障されれば北東アジア非核兵器地帯の実現可能性は十分にある」と評価されていま
した。日本が非核兵器地帯のひとつとなれば、日本にとって米国の核兵器の価値が下が
り、核兵器廃絶に積極的に動きやすくなるのではないかと思います。このような、核兵
器の「質的」削減が核の傘の国にとっては大きな鍵になるでしょう。「北東アジア非核
兵器地帯」の話がNPTを通じて進んでほしいと思います。

ニューヨークでは、多くの「現実」を見てきました。NPTの歩みが非常に遅いという現
実、それでも核兵器廃絶に向けて強い思いを持って動き続けている人々が政府、NGO含
め世界中にいるのだという現実などなど…。私自身の中でもここには書ききれないほど
の様々な思いが巡り、考え込むこともありました。ただひとつ言えることは、こういっ
た活動を続けていきたいという思いが固くなったということです。長崎での事前勉強や
ニューヨークでの活動で出会った人達がそうさせてくれたと思っています。そして本当
に感謝しています。これからは自分も周りの人々を巻き込み、みんなの思いの実現に近
づけていきたいと思います。

最後に、このブログを読んでくださった方々、ありがとうございました。これから別の
形で再会できることを楽しみにしています。
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No.10 Thursday, 7 May

ナガサキ・ユース代表団第３期生の集大成の日を迎えました。そうです。NGOroomでの
主催イベントです。多くのメンバーがこの日のために必死に準備をしてきました。15時
からなので、今日も朝から集まって最終確認や原稿を読み上げる練習などをおこないま
した。その様子を見ていると、サポートや雑務しかできないのが少しもどかしくもなり
ました(笑)。

内容は、平和教育の在り方、日本がとるべき政策方針、なぜ若者が核問題に興味を持つ
のか・持たないのか、の３本立てです。完成形として見るのは私も初めてでした。どの
トピックもひとつの答えを出すのは簡単ではありませんが、それぞれの担当のメンバー
が努力してひとつの提案を絞り出したことがよくわかりました。 本当に立派なメンバー
に囲まれているんだな、と改めて感じました。 会場に来てくださった方からもコメント
を頂くこともできました。長崎の若者の声として、このプレゼンのメッセージが何か・
誰かを動かすきっかけとなってほしいと強く思います。

多くのメンバーが明日、日本に向けて出発するということで、サイドイベントの後には
今いるメンバーと桂子先生でラストミーティングをおこない、最後は一本締めでした。

P.S. 全て終わったということで夜はメンバー数人でパーリナイでした(笑)。
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No.9 Wednesday, 6 May

今日は初めて”Main Comittee”を傍聴しました。私が傍聴したのは、軍縮についてのもの
です。”General Assembly”に比べて格段に活発な議論になるだろうと期待していました
が、GAと同じようにステイトメントの発表で午前中の会議は終わりました。４週間しか
ない会議の期間の多くをステイトメントに費やしていて、不毛な時間を過ごしているよ
うに思えて仕方ありません。本当にあと２週間程で少しでも前に進めることができるの
だろうか。非公開にされていた午後の会議で何かしら動きがあっていることを切に願う
ばかりです。

さて、明日はナガサキ・ユース代表団が主催するサイドイベントがあります。このイベ
ントの準備に膨大な時間をかけてきて、今も必死におこなっているメンバーが多くいま
す。私自身は直接関わってきたわけではありませんが、サポート面でできることをしっ
かりとやります！
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No.8 Tuesday, 5 May
 

今日はユースのニューヨークでの３大プロジェクトとして掲げているもののひとつ、ド
イツ人学生との交流会がありました。主な内容は、日本、ドイツそれぞれの原子力発電
の政策についてミニプレゼンの後、小グループ別れてディスカッションをおこなうとい
うものでした。ドイツには８基の原子力発電所がありますが、そのうち４基は現在活動
停止していて、動いている４基も２０２２年までに全て停止させる方針をとっていま
す。これはチェルノブイリでの事故を受けて脱原発の機運が高まり（ドイツとウクライ
ナは近いので）、福島第一の事故がそれを助長しました。ここで思ったのが、経験や見
聞がその後の動きに与える影響は大きいな、ということです。たとえば、オーストリア
は核兵器の非人道性を強く訴えていますが、そうなった大きな理由は冷戦時代に、地理
的に西陣営と東陣営（ソ連と西欧）の間に位置していたため、ソ連の核兵器の脅威がと
ても大きく、現実的なものであったというものです。こういったことを考えると、核兵
器の被害を直接受けた日本が核廃絶を強く推し進めないのは妙なものです。確かに、長
崎と広島では核廃絶を訴えるこえが大きいですが、その他の地域ではそうでもないとい
うのが現実です。都道府県が違えば経験していないということになりうるのでしょう
か。ここは明らかに教育が不十分であることが原因なのでしょうが…。さて、本題に戻
ります。ドイツ人学生と話していて印象的だったのが、ドイツでは原発についての議論
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が市民間では活発でないということです。私は、脱原発を強く推し進めているドイツで
は国民もよく考えていると思っていたので、肩すかしをくらった感じがしました。た
だ、ドイツの政策について聴いていると、日本と決定的に違うのは目先の赤字にはすこ
し目を瞑り、長いスパンで考えられているという点でした。そういった点は日本も見習
うべきだ！….と言いたいところですが、電力会社が半分民営であることを考えれば言い
切れないものです。考えれば考えるほど次の問題やネックが出るばかりです。
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No.7 Monday, 4 May

NPT RevCon２週目に入りました。各国がなステイトメントを発表する”General
Assembly”は終わり、今日からはNPTの３本の矢である核軍縮、核不拡散、平和利用の分
野に別れておこなわれる”Main Comittee”が始まりました。今日はその場に行くことはで
きませんでした。７日(木)にユースが主催するNGOroomでのサイドイベントのミーティ
ングをしたり、明日に控えたドイツ人学生との交流会の準備を進めたりしていました。

今日唯一参加したのが、Action22という平和教育に関するサイドイベントです。そのと
きに聴いた言葉でひとつ印象に残ったものがあります。広島で高校生を主な対象に平和
教育をおこなわれている方が言われた言葉です。”We are the ones who make the world
without nuclear weapons.” シンプルですがとても力強いメッセージを感じました。そし
て思いました。このように本当に強い思いを持った人がNPTを進めればよいのに、と。
General Assemblyを聞いた限りでは、本気で核兵器ゼロの世界を目指していると感じら
れた国は数えられる程度にしかありませんでした。正直なところニューヨークに来てか
ら私自身の中でNPTの存在意義を見失っています。５年後の再検討会議がおこなわれて
いる時には今回の再検討会議がバネとなった大きな進歩があるのか。その可能性は政府
にNPTを任せるよりNGOに任せたほうが圧倒的に高いでしょう。そういったことを考え
ているときにこの言葉を聞いてピンときました。政府とNGOの違いはこれなんだと。今
日Action22の場にいた数人の政府関係者を少しでも動かすきっかけにこの言葉がなれば
と思いました。

p.s. Action22では中村桂子先生もお話しされる時間があり、RECNAの教育活動やユース
の紹介をされました。
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No.6 Friday, 1 May
 

今日もとある学校を訪問させてもらいました！今日訪問した学校は、ニューヨークにあ
る私立学校で、一般的な学校と違って生徒が自分の興味にあわせて受ける授業を選択す
るという、まるで大学のような高校でした。なぜここを訪問することになったのかとい
うと、26日(日)のPeace Rally, Festivalで知り合った方がその学校で歴史を教えていらっ
しゃっていて、26日のことを数人の生徒に話したところ、私達に是非会いたいと言って
くれた生徒がいるということでオファーくれたからです。私達の活動にすこしでも興味
を持ってくれているということがとても嬉しく、二つ返事でOKしました(笑)。彼らは
NPTの存在も、世界の核兵器の数を知らないくらいに知識がなかったのですが、私が
NPTについて簡単に説明すると、「なぜ５カ国(米露英仏中)だけが核兵器保有が認められ
ているのか」「なぜ非核兵器保有国はこの不公平な条約に加盟しているのか」など、と
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てもクリティカルでとても高校生とは思えない質問を飛ばされました！昨日から年下に
頭が下がってばかりです(笑)。余談ですが、そこの生徒に年齢を訊かれ、19だと答える
と、「私より年上なのか！」驚かれました(笑)。

夜はニューヨークの長崎県人会「ばってん会」の会食に参加させていただきました。
様々なキャリアをもつ人のお話をお聴きすることができたり、田上市長とお話ししたり
できて、貴重な時間でした！会長の山口さん、私とお話してくださった皆さん、ありが
とうございました！
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No.5 Thursday, 30 April

今日は私はほとんど国連にはおらず、ニューヨーク育英学園という日本人学校を訪問し
ていました。そこでは、レクナサポーターとしてニューヨークに来ている溝越史恭さん
が小学５、６年生２０人を対象に平和に関する授業をおこないました。私も授業の企画
に関してサポートさせてもらっていたので、非常に楽しみにしていました。授業の内容
は、ひとつの物事であっても個人によって思うことや持つ意見は異なるからこそ、きち
んと相手の話に耳を傾け、理解しようと努めることが大切であるということを伝えるも
のでした。授業といっても講義のような形はとらず、あくまでも主体は児童たちでし
た。児童たちはとてもアクティブで飲み込みも早かったため、授業は活気があるものに
なっていました。長崎の被爆者である吉田勲さんの講話を聴いたり、BB弾を使って現存
する核兵器がどれだけのものなのかを感じたりするセッションもありましたが、それを
受けた児童たちは、私もハッとさせられるような意見や感想を持っていました。授業の
後に中村桂子先生もおっしゃっていましたが、大学生である私たちは彼らから感じたこ
とを受けて反省できる部分もあると思いました(笑)。

夕方からは、地球市民集会という長崎からニューヨークに来ている人々主催のイベント
に行きました。そこでは我らがユースから、ちささんとともえさんがスピーチをおこな
いました。２人のスピーチの訴える力はとても強く、かっこよかったです！

そして夜はユースメンバーと調先生でJapanese Izakayaに！調先生、ごちそうさまでし
た(笑)。
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No.4 Wednesday, 29 April

今日は、アメリカ政府代表、メキシコ政府代表、イラン政府代表との面会の予定が入っ
ていました。渡航前から、政府関係者との会合を一番の楽しみにしていた自分にとって
この上ないスケジュールです！が、一発目のアメリカ政府代表とのものがキャンセル
に！！集合時間を過ぎた後のドタキャンでした(笑)。John Kerry氏に会えるのかとワクワ
クしていたのですが、残念！

メキシコ、イランは無事に行われました。内容をここで書くことはできませんが、いく
つか思ったことを書きたいと思います。これらの会合は、他の国の若者も参加していま
した。僕自身はその彼らに完敗したと感じています。積極性や勢い、質問のクリティカ
ルさなどの面においてです。知識量やクリエイティブさの違いを見せつけられた感じが
しました。彼らの中には既に大学をはじめとする卒業している人もいましたが、ここで
はそういったことは関係なく、核兵器や平和に関して活動している人間として同じよう
に見られます。そこで他の人に負けていたら淘汰されるだけです。もう負けたくない、
と単純にそう思いました。少なくとも、今回の国連滞在期間では二度と負けないよう
に、日々成長していきたいと思います。

※会談の内容は外で話さないようにと相手方から言われました。
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No. 3 Tuesday, 28 April

NPT Review Conferenceの２日目です。今日は特に大きな行事があったわけではありま
せんが、NGOroomという、本会議場とは別の部屋（写真）で行われるサイドイベントに
初めて参加しました。内容は、核兵器の影響を飢餓や気候変動などといった医学・科学
の面から見るというものでした。自分はこの分野に関してまったく知識がないので、英
語が分かっても内容が理解できない部分が非常に多かったです。これは本会議の傍聴を
していても思うことがあります。各国のスタンスや考えを知ることも大切ですが、浅く
てもよいので他の分野の知識も幅広く持っておく必要があると痛感しました。

本会議に関してですが、今日は、英国がNZのオークランド諸島に軍を配備して力を持っ
ていることを、アルゼンチンが非難するという場面がありました。昨日も米国とロシア
がステイトメントで非難しあっていました。ロシアに至っては、パラグラフまるまる１
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つ分を米国批判にあてていました。レクナの広瀬先生に聞いたところ、これまでの再検
討会議や準備委員会ではここまであからさまに批判があることはなかったそうです。今
回の再検討会議、不穏な空気が漂っています…。
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No.2 Monday, 27 April

NPT再検討会議が本日、開幕しました。私は本会議場での各国代表によるステイトメン
トの発表の傍聴を主に行いました。

感じたことをひとつを挙げると、論点がずれていないか、ということです。とりわけ核
兵器保有国に関してです。核兵器保有国は、核軍縮に向けたこれまでにおこなってきた
努力を強調して話します。しかし、NPTは核兵器のない世界を目指すものが多く参加し
ている、未来に向けた条約です。故に、ゼロにならなければ努力が高く評価されること
はありません。非核兵器保有国も含め、NPT加盟国はその存在意義や目標をもう一度目
を向け、それに見合った努力を真摯におこなわなければならないと感じました。
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No.1 Sunday, 26 April

今日は、午前中は国連に入るための許可証を受け取りに行き、午後は核廃絶や平和を訴
える”Peace & Planet Rally, Festival”というデモ行進に参加しました。国連パス取得の時
にもデモの時にも感じたのが、日本人が予想以上に多いということです。被爆70年とい
うものの意味の大きさを強く感じました。



8/8

また、そのときには外国人の方とも話し、友達になることもできました！彼らのなかに
も私達と同じようにNPT Review Conference に参加する方がいました。明日からは彼ら
と協力し、また、会議には参加できない方の熱い想いを背負って有意義な時間を過ごし
たいと思います。
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No.0 Friday, 24 April

こんにちは。ナガサキ・ユース代表団第３期生の竹田穣（たけだじょう）です。現在成
田空港で１時間遅延した飛行機を待っています。

昨年の１１月にナガサキ・ユース代表団に選ばれてから、勉強会やＭＴＧなどをを重ね
てきました。その成果を発揮する時が近づいていて、ワクワクしています！不安もあり
ますが、期待や楽しみの方が上回っています。

これまで準備したことを全部出し切れるように最大限の努力を尽くしたいと思います！
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